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D
e
w
h
u
r
s
t
 "
A
m
e
r
i
c
a
'
s
 N
e
e
d
s
 a
n
d
 R
e
s
o
u
r
c
e
s
"
 1
9
5
5の
盗
8
杵
拾
ユ
印
を
中
＇
心
に
ー
~

J
•
F
•
D
e
w
h
u
r
s
t

が
そ
の
共
同
者
た
ち
と
共
に
t
h
e
T
w
e
n
t
i
e
t
h
 

(
1
)
 

C
e
n
t
u
r
y
 E
u
n
d

の
委
嘱
を
受
け
て
執
筆
し
、
一
九
五
五
年
に
同
基
金

よ
り
発
行
せ
ら
れ
た

2
A
m
e
r
i
c
a
'
s
N
e
e
d
s
 a
n
d
 
R
e
s
o
u
r
c
e
s
;
 
A
 

the B
u
r
e
a
u
 of the Census, 
the D
e
p
a
,
 

r
t
m
e
n
t
 of 
C
o
m
m
e
r
c
e
,
 the N
a
t
i
o
n
a
l
 B
u
r
e
a
u
 of 
E
c
o
n
o
m
r
c
 

R
e
s
e
a
r
c
h
,
 N
a
t
i
o
n
a
l
 City B
a
n
k
,
 the B
o
a
d
 of 
G
o
v
e
r
n
o
r
s
 of 

the F
e
d
e
r
a
l
 R
e
s
e
r
v
e
 S
y
s
t
e
m
,
 the 
B
u
r
e
a
u
 of L
a
b
o
r
 Stat, 

istics, 
the 
B
u
r
e
a
u
 of 
M
i
n
e
s
,
 T
h
e
 
B
r
o
o
k
i
n
g
s
 
Institution, 

etc.
の
権
威
あ
る
北
米
合
衆
国
の
公
式
統
計
浚
料
を
収
録
し
、
一
―
四
八

頁
に
上
る
湛
大
な
統
計
集
で
あ
っ
て
、
一
七
六
頁
の

A
p
p
e
n
d
i
x
の
表

た
ち
の
あ
る
程
度
の
理
論
と
主
張
・
展
菫
を
含
ん
で
い
て
極
め
て
多
岐
に

わ
た
る
総
括
的
で
便
利
な
書
物
で
あ
る
。
本
書
は
、
ケ
イ
ン
ズ
的
思
考
の

影
響
の
下
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
特
殊
な
問
題
に
つ
い
て
の
研
究
書
で
は

な
く
て
む
し
ろ
経
済
部
門
の
百
科
全
書
的
な
概
説
書
で
あ
る
。
に
も
拘
ら

ず
そ
こ
に
収
録
さ
れ
た
豊
富
な
資
料
と
執
筆
者
た
ち
の
一
定
の
主
張
は
読

者
に
と
っ
て
興
味
あ
る
分
析
の
対
象
と
な
り
得
る
。
一
言
で
い
え
ば
、
本

書
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
北
米
合
衆
国
の
九
大
な
生
産
力
の
誇
示
で
あ

り、

「
そ
の
生
産
を
大
き
く
増
大
さ
せ
て
充
分
な
生
活
手
段
を
誰
に
で
も

(
2
)
 

充
分
に
利
用
し
う
る
よ
う
に
す
る
」
と
い
う
第
一
目
的
が
既
に
達
成
さ
れ

と
、
三
五

1

一
の
本
文
中
の
表
と
一

0
五
の
図
表
を
含
み
、
し
か
も
執
筆
者

瀬

尾

芙

巳

子

戦
后
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
市
場
構
造

一
資
料

i

紹

介

戦
后
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
市
場
構
造
（
瀬
尾
）

七
六
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戦
后
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
市
場
構
造
（
瀬
尾
）

珊

家

恵

労

働

珊

住

宅

IV V 
第
二
部

消
費
需
要

袋
料
、
煙
草
、
及
び
飲
料

衣
料
、
及
び
附
属
品
、
日
用
品

自
然
資
源

VI 1[ 

人
口
成
長

産
出
高
、
所
得
、
及
び
支
出

II 
ー

第
一
部

た
こ
と
に
つ
い
て
、
戦
後
一

0
年
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
地
位
の
決
算
を

し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
本
書
の
内
容
。
資
料
の
紹
介

を
か
ね
て
こ
れ
ら
の
点
に
つ
き
分
析
を
試
み
た
い
。

t
h
e
 T
w
e
n
t
i
e
t
h
 C
e
n
t
u
r
y
 
F
u
n
d
,
 
Inc. 

在
の
社
会
経
済
的
問
題
に
つ
い
て
の
「
科
学
的
研
究
と
公
衆
教
育
」

を
目
的
と
し
、
「
賢
明
で
有
利
な
」
政
策
形
式
に
資
し
よ
う
と
す
る
。

(
2
)
A
d
o
l
f
 A
 Berle, Jr., 
c
h
a
i
r
m
a
n
,
 B
o
a
r
d
 of T
r
u
s
t
e
e
s
,
 

T
h
e
 T
w
e
n
t
i
e
t
h
 C
e
n
t
u
r
y
 F
u
n
d
に
よ
る
本
書
の
序
文
よ
り
。

本
書
の
構
成
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

基
礎
的
趨
勢

戦
争
と
そ
の
余
波

趨
勢
と
計
画

に
故

E
d
w
a
r
d
A
,
 F
i
l
e
n
e
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
も
の
で
、
現

は
一
九
一
九
年

農
業
生
産
能
力

工
業
生
産
能
力

技
術
：
•
主
要
な
資
源

生
産
性
…
福
祉
へ
の
鍵

(
1
 

第第第
:xxV XXlV X.Xill XXII XXI:XX五 XV][入＂四 XVIXv IXV三 XIVXIII XI[ 

部 部部
労対政 土都民福
働資外府政地市間資祉
力源貿支府と再生本

及易出及水発産需
びと び利展設要
生金対の 備
産融 外保
能 取護
力 引及

賃
展

教
育

宗
教

lX x
 保
健
と
医
療

リ
ク
リ
エ
ー
ツ
ョ
ソ

XI

輸
送

七
七



382 

(

4

)

 

一
九
三
六
年
六
月
に
発
表
さ
れ
た

G
a
r
d
i
n
e
r
C. 
M
e
a
n
s
 

ア
メ
リ
カ
経
済
に
お
け
る
「
要
索
費
用
の
配
分
」
な
い
し
「
国
民
所

ソ
シ
ャ
ル
・
ア
カ
ウ
ソ
テ
ィ
ン
グ
の
如
き
静
態
的
な
バ
ラ
ソ
ス
の
考
察
に

戦
后
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
市
場
構
造
（
瀬
尾
）

第

六

部

摘

要

寧
必
要
対
査
源

こ
の
よ
う
に
、
本
書
の
構
造
は
多
岐
に
わ
た
る
追
大
な
ア
メ
リ
カ
経
済

の
諸
側
面
を

V~XVIl
の
必
要
ー
需
要
に
対
す
る
さ
T

ー
さ
(
<
の
供
給
能

力
と
い
う
二
つ
の
局
面
の
対
応
か
ら
考
察
し
て
い
る
。
本
書
で
は
こ
れ
を

と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
動
態
的
な
「
長
期
の
上
向
波
動
」

(
D
e
w
h
u
r
s
t
)

(
3
)
 

の
分
析
を
と
り
い
れ
て
い
る
ゆ
え
に
極
め
て
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
し

、
、
、
、
、

か
し
な
が
ら
そ
の
場
合
、
本
書
の
盲
点
は
、
必
要
1
1
需
要
と
い
う
理
論
面

で
の
い
わ
ば

a
priori
な
前
提
で
あ
る
。
こ
の
前
提
が
、
ア
メ
リ
カ
に

お
け
る
資
本
主
義
研
究
の
従
来
の
理
論
的
成
果
よ
り
、
本
書
を
一
歩
後
退

(
4
)
 

せ
し
め
て
い
る
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
九
四
七
年
の

(

3

)

同
時
期
の
同
様
の
資
料
を
取
扱
っ
た

J
.

R. Hicks, 
A
.
 G. 

Hart, J
.
 

W. F
o
r
d
;
 
"
T
h
e
 Social 
F
r
a
m
e
w
o
r
k
 of 
the 

A
m
e
r
i
c
a
n
 E
c
o
n
o
m
y
;
 2
n
d
 E
d
;
 1
9
5
5
;

は、

得
」
の
表
を
作
成
し
て
い
る
が
、
そ
の
ソ
シ
ャ
ル
ア
カ
ウ
ソ
テ
ィ
ン

グ
と
い
う
静
態
的
方
法
の
ゆ
え
に
、
長
期
的
波
動
に
対
す
る
興
味
は

本
書
に
譲
る
も
の
で
あ
る
。

潜
在
的
市
場
は
十
分

を
指
導
者
と
す
る
国
家
資
源
計
画
委
員
会

(
N
R
P
B
)
の
手
に
よ
る

'̂The S
t
r
u
c
t
u
r
e
 of A
m
e
r
i
c
a
n
 E
c
o
n
o
m
y
"
ほ
、
「
消
喪
者

の
必
要
は
相
対
的
に
消
鑑
さ
れ
て
い
な
い
」

(relative
inexhau・ 

stbility 
of 
c
o
n
s
u
m
e
r
'
s
 w
a
n
t
)
と
し
、

で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、

完
全
に
機
能
し
え
な
い
こ
と
」
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
そ
う
し
た
条

件
の
も
と
で
の
「
経
済
後
退
」

(recession)
の
事
実
を
分
折
し
た

心
と
す
る

の
で
あ
っ
た
。
一
九
三
四
ー
五
年
に

H
a
r
o
l
d
G. M
o
u
l
t
o
n
を
中

B
r
o
o
k
i
n
g
s
 Instition

の
刊
行
し
た
著
作
、

N
o
u
r
s
e
;
 
A
m
e
r
i
c
a
'
s
 
C
a
p
a
c
i
t
y
 to 
produces, 
1
9
3
4
;
 

L
e
v
e
n
 a
n
d
 others; 
A
m
e
r
i
c
a
'
s
 C
a
p
a
c
i
t
y
 
of 
C
o
n
s
u
m
e
,
 

1
9
3
4
;
 

H
.
 G
•
マ
f
o
u
l
t
o
n
;
'
I
,
h
e

F
o
r
m
a
t
i
o
n
 of Capital, Do.; 

I
n
c
o
m
e
 a
n
d
 E
c
o
n
o
m
i
c
 Progress, 1
9
3
5
 
~
、
H
国
i毘
｛
の
消
~

、、

費
要
求
は
決
し
て
満
足
的
状
態
に
は
な
か
っ
た
。
（
経
済
的
成
果
の
最

高
の
時
期
に
お
い
て
さ
え
も
）
口
に
も
拘
ら
ず
消
費
財
に
対
す
る
市

、

、

、

、

、

、

場
需
要
は
供
給
能
力
よ
り
も
少
か
っ
、
た
と
い
う
必
要
と
需
要
と
の

の
矛
盾
を
明
ら
か
に
し
、
こ
こ
に
一
九
一

1-0年
代
の
大
恐
慌
の
実
証

、
、
、

的
基
礎
（
相
対
的
過
剰
生
産
恐
慌
に
つ
い
て
の
）
を
据
え
た
の
で
あ

っ
た
。
国
民
所
得
の
分
配
の
不
均
等
に
基
く
消
費
性
向
の
停
滞
、
す

な
わ
ち
「
過
少
消
費
」

u
n
d
e
r
,
c
o
n
s
u
m
p
t
i
o
n
と
い
う
こ
と
は
、

M. 

E
.
G
.
 

「
そ
の
よ
う
な
人
間
活
動
の
複
雑
な
組
織
が

七
八
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こ
の
よ
う
に
、
人
口
成
長
等
に
よ
り
自
然
的
に
規
定
さ
れ
る
N
e
e
d
s

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

を
所
与
の
生
産
1
1
分
配
関
係
の
内
部
に
お
け
る
一
定
の
有
効
需
要
と

識
別
さ
れ
た
場
合
に
の
み
、
は
じ
め
て
理
諭
的
に
可
能
と
な
り
得
る

の
で
あ
る
。

D
e
w
h
u
r
s
t
も
勿
論
、
必
要

Z
e
e
d
と
需
要

D
e
m
a
n
d

を
区
別
し
て
算
出
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
介
在
す
る
理
論
的
な
分
析

が
回
避
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
こ
う
し
た
点

に
正
当
な
注
意
を
与
え
た
ケ
イ
ソ
ズ
派
の
文
献
と
し
て

J
o
a
n
R
o
b
,
 

i
n
s
o
n
 
:
 In
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n
 
to 
t
h
e
.
 T
h
e
o
r
y
 
of 
E
m
p
l
o
y
m
e
n
t
.
 

本
書
に
従
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
経
済
の
戦
后
の
発
展
過
程
は
二
段
階
に
分

け
て
考
え
ら
れ
る
。
一
九
四

O
I
一
九
四
五
年
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
下

の
戦
時
生
産
の
時
期
で
あ
っ
て
、
こ
の
問
に
は
生
産
能
力
は
挙
げ
て
戦
争

遂
行
に
集
中
せ
ら
れ
、
民
問
企
業
の
事
業
投
斑
及
び
消
裁
財
生
産
の
多
く

を
据
え
置
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
日
一
九
四
六
ー
一
九
四
九
年
は
戦
時

中
に
持
ち
越
さ
れ
た
財
貨
需
要
の
充
足
を
基
礎
に
し
た
戦
后
ブ
ー
ム
と
そ

の
后
の
不
況
の
時
期
で
あ
り
、
ロ
一
九
五

O
I
一
九
五
三
年
は
、
朝
鮮
戦

争
に
よ
る
景
気
恢
復
（
い
わ
ゆ
る
「
朝
鮮
プ
ー
ム
」
）
と
、
休
戦
に
よ
る
そ

(
1
)
 

の
下
降
過
程
の
時
期
で
あ
っ
た
。

戦
后
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
市
場
楷
造
（
瀬
尾
）

戦
争
終
結
の
直
后
に
は
、

ー

一
千
万
以
上
の
兵
員
の
復
員
と
軍
需
労
働
者

1937 chap.I,2
が
あ
げ
ら
れ
る
。

七
九

五
ー
六
百
万
人
の
転
換
に
直
面
し
、
戦
時
中
に
は
総
国
民
生
産
高
の
四
〇

彩
に
達
し
た
財
貨
・
用
役
に
対
す
る
政
府
の
購
買
支
出
が
激
減
（
七
％
へ
）

(
2
)
 

し
た
こ
と
と
相
侯
っ
て
一
時
的
な
不
況
が
み
ら
れ
た
が
、
戦
后
恐
慌
に
対

す
る
識
者
の
予
想
を
裏
切
っ
て
、
一
九
四
六
年
末
ま
で
に
民
問
生
産
へ
の

転
換
は
終
り
、
消
費
者
需
要
を
供
給
す
る
の
み
な
ら
ず
、
生
産
規
模
の
拡

大
、
新
生
産
設
備
の
建
設
に
繁
忙
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
第
一
段

、
、
、
、
、

階
の
戦
后
ブ
ー
ム
が
招
来
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
予
想
さ
れ
た

戦
后
恐
慌
を
回
避
し
え
た
理
由
は
何
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

D
e
w
h
u
r
s
t
に

よ
れ
ば
、
大
戦
中
に
泡
沫
的
な
イ
ソ
フ
レ
ー
ツ
ョ
ソ
景
気
が
存
在
し
な
か

っ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
れ
は
戦
前
の
不
況
期
を
通
じ
て
存
在
し
た

(
3
)
 

危
大
な
遊
休
資
源
が
「
完
全
一
胴
傭
」
に
投
入
さ
れ
た
こ
と
、
及
び
財
貨
•
用

(
4
)
 

役
の
価
格
、
入
手
可
能
の
物
資
の
配
給
に
統
制
が
課
せ
ら
れ
た
こ
と
（
一

(
5
)
 

九
四
二
年
）
、
で
あ
る
。
こ
う
し
て
価
格
騰
貴
の

2
-
3
は
戦
后
に
起
っ
た
。

一
九
四
七
年
六
月
一
―

1
0
日
に
価
格
統
制
延
長
法

P
r
i
c
e
C
o
n
t
r
o
l
 
E
x
t
e
,
 

n
s
i
o
n
 A
c
t
 of 1
9
4
6

が
満
期
に
な
っ
た
の
ち
、
卸
売
価
格
水
準
は
戦
争

末
期
よ
り

1
-
3
倍
以
上
上
昇
し
た
。
こ
の
よ
う
な
戦
后
イ
ソ
フ
レ
ー
シ

ョ
ソ
は
、
民
問
の
流
動
浚
金
が
急
激
に
市
場
に
殺
到
し
、
財
貨
・
用
役
の

供
給
よ
り
も
衰
金
の
方
が
多
重
に
放
出
さ
れ
た
た
め
に
生
じ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
時
期
に
か
く
も
大
盤
に
放
出
さ
れ
た
購
買
力
は
ど
こ
か
ら
出

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
書
に
従
え
ば
、
消
費
者
の
流
動
盗
産
は
、
蓄
放
さ
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戦
后
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
市
場
構
造
（
瀬
尾
）

れ
た
流
動
貯
蓄
、
当
期
の
可
処
分
所
得
、
借
入
れ
に
よ
る
純
附
加
資
金
か

ら
成
る
の
で
あ
る
が
、
戦
時
中
に
は
、
消
費
財
・
用
役
の
不
足
に
よ
る
消

費
支
出
の
制
限
、
貯
蓄
債
券
の
購
入
に
よ
り
、
可
処
分
所
得
の
多
く
を
流

可
処
分
所
得
に
対
す
る
比
率
に
お
い
て
一
九
二
九
年
の
四
•
五
形
（
一
九

―
―
―
―
ー
四
0
年
の
不
況
期
は
二
•
五
彩
）
か
ら
一
九
四
一
ー
四
五
年
の
二

(
6
)
 

0
形
へ
と
著
増
し
、
個
人
所
有
流
動
資
産
は
一
九
四
五
年
に
は
一
八
八
〇

(
7
)
 

億
ド
ル
と
一
九
三
九
年
の

1
-
3
増
と
な
っ
た
。
ま
た
事
業
投
資
の
源
泉

と
し
て
の
非
金
融
会
社
の
流
動
資
産
は
、
一
九
四
五
年
末
に
は
四

0
0億

ド
ル
と
一
九
三
九
年
の
―

1
0億
ド
ル
の
約
三
・
六
倍
に
著
増
し
、
阪
売

高
に
対
す
る
流
動
資
産
の
比
率
は
一
九
三
九
年
の
九
％
か
ら
一
九
四
五
年

(
8
)
 

の
一
七
％
に
増
加
し
た
。
こ
の
よ
う
な
戦
時
中
の
企
業
に
お
け
る
流
動
資

産
の
蓄
積
は
、
課
税
后
の
利
潤
に
つ
い
て
配
当
を
ふ
や
す
代
り
に
そ
の
大

(
9
)
 

部
分
を
内
部
留
保
す
る
政
策
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て

戦
時
中
の
内
部
留
保
さ
れ
た
企
業
収
益
と
、
個
人
の
い
わ
ゆ
る
「
延
期
さ
れ

た
欲
望
」
の
累
積
が
相
侯
っ
て
、
豊
富
な
需
要
市
場
を
作
り
出
し
た
の
で
あ

っ
た
。
一
九
四
七
年
に
ほ
需
要
は
供
給
を
超
過
し
、
財
貨
ス
ト
ッ
ク
に
新

た
な
附
加
を
な
す
こ
と
は
不
可
能
に
な
っ
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ン
ベ
ソ
ト
リ

ー
は
マ
イ
ナ
ス
の
現
象
を
示
し
た
。
し
か
る
に
や
が
て
生
産
が
増
大
し
、

(10) 

消
費
財
需
要
が
充
足
さ
れ
て
、
イ
ン
ベ
ソ
ト
リ
ー
が
大
量
に
増
加
領
向
を

動
形
態
で
貯
菩
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
結
果
、
流
動
形
態
の
貯
蓄
は

八

0(11) 

辿
る
に
従
っ
て
卸
売
市
場
相
場
は
下
降
に
向
い
、
一
九
四
八
年
八
月
ま
で

に
こ
の
価
格
騰
貴
は
終
っ
た
。

、
、
、
、
、
、

こ
の
時
期
に
お
け
る
デ
フ
＞
的
傾
向
は
、
戦
后
に
放
出
さ
れ
た
有
効
需

要
の
飽
満
状
態
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
戦
后
恐
慌
へ
の
危
惧
を
抱
か
し
め

ら
れ
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
戦
后
の
不
況
を
打
開
し
た

も
の
は
あ
ら
た
な
再
軍
備
へ
の
努
力
で
あ
っ
た
。
一
九
四
八
年
に
は
じ
ま

っ
た
「
共
産
主
義
者
の
侵
略
の
脅
威
の
増
大
」
と
そ
れ
を
理
由
に
し
た
再

軍
備
の
直
接
の
効
果
は
、
一
九
四
九
年
の
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
ー
の
「
最
気
後

第 表

置産国寓民生Iビジキス・イゾI価格水準個費支人的消
aベントリー C b 出a

1944 288.0 -0.6 74.2 145.1 

1945 281.7 -0.6 76.4. 154.3 

1946 254.0 4.2 83.1 171.0 

1947 254.4 -0.4 91.7 175.8 

1948 263.2 2.8 98.4 179.2 

1949 264.3 -1.6 97.7 184.3 

1950 286.8 3.9 100.0 194.6 

1951 306.5 5.8 107.6 193.9 

1952 315.8 1.6 110.2 199.0 

1953 327.9 112.0 207.0 

a. at 1950 Price, Dollar Amount in Billion, 

Source; "America's Needs and Resourc-

es" Appendix 4-2, Table B. P. 960. 

b. 1950=100. Souce: ibid. 

c. Percent of Gross production of Business 

Good: Source: ibid. Figure 3. p.. 30. 

（
第
一
表
）
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第 表

1総国し民的生産政高府支の:出1G,N.Pの彩としての財
とての全 貨及び用役の堅府購買

1929 9.8 8.2 

1932 18.1 13.8 

1937 16.3 12.9 

1945 43.2 38.5 

1950 21.4 14.7 

1952 27.1 22.3 

Source; Table 235. ibid. p. 578. 

（⑫） 

退
」
を
停
止
さ
せ
て
総
合
需
要
を
再
び
上
昇
さ
せ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

イ
ソ
ペ
ソ
ト
リ
ー
の
清
算
が

に
つ
れ
、
一
九
五

0
年
に
は

の
間
に
卸
売
価
格
水
準
は

1
-
6
騰
貴
し
た
。
朝
鮮
戦
争

は
こ
の
よ
う
な
景
気
の
上
昇

に
拍
車
を
か
け
た
。
こ
の
第

、
、
、

二
段
階
の
プ
ー
ム
を
積
極
的

に
支
え
た
も
の
は
、
政
府
の

、、
役
割
で
あ
っ
た
。
ネ
ッ
ト
の

財
貨
及
び
用
役
に
対
す
る
政
府
購
買
は
、
総
国
民
生
産
高
の
二

0
%、
民

間
総
生
産
高
の
一
〇
彩
以
上
を
占
め
た
。
そ
の
中
八
八
％
は
国
防
支
出
で

あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
ケ
イ
ソ
ズ
ー
ハ
ン
セ
ン
流
の
「
呼
び
水
」

(
p
u
m
p
'

p
r
i
m
i
n
g
)
政
策
及
び
「
補
整
」

(compensation)
的
な
公
共
投
漆
政

策
に
基
礎
を
お
い
た
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
期
（
一
九
一
―
―
-1
一
ー
一
九
四

0
年）

を
も
は
る
か
に
凌
駕
す
る
規
模
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
防
衛
の
更

戦
后
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
市
場
構
造
（
瀬
尾
）

六
月
と
一
九
五
一
年
一

1

一
月
と

卸
売
価
格
は
下
落
を
や
め
て

上
向
に
向
い
、
一
九
五

0
年

終
っ
て
需
要
が
手
堅
く
な
る

八

(14) 

新
と
朝
鮮
戦
争
の
軍
需
景
気
を
基
礎
と
し
た
第
二
の
プ
ー
ム
は
、
一
九
五

三
年
に
頂
点
に
達
し
、
そ
の
後
、
一
九
五
四
年
の
半
ば
ま
で
に
、
生
産
高

に
お
け
る
軍
事
装
備
の
取
り
前
が
減
少
し
た
こ
と
、
事
業
投
資
要
求
の
縮

(15)

、
、
、
、

減
、
消
費
者
需
要
の
減
退
と
と
も
に
、
兼
気
後
退
に
向
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
は
一
九
五
四
年
前
半
の
不
況
ほ
ど
の
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
か
。
（
朝
鮮
休
戦
と
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
平
和
会
議
へ
の
傾
斜
が
、
軍
事
的

需
要
に
影
響
し
た
年
で
あ
る
。
）

遊
休
生
産
資
源
の
増
大
を
も
た
ら
し
た
。
連
邦
準
備
銀
行
指
数
で
測
定
さ

れ
た
工
業
生
産
は
一
九
五
四
年
春
に
は
一
九
五
一
一
一
年
の
ピ
ー
ク
よ
り
1-10

低
上
し
た
。
こ
の
低
い
生
産
水
準
は
一
九
五
三
年
春
の
一
五

0
万
か
ら
一

九
五
四
年
春
の
三
五

0
万
へ
の
完
全
失
業
者
数
の
増
大
（
有
給
就
業
人
口

(16j) 

の
ニ
・
1

1

％
か
ら
五
・
ニ
彩
へ
）
と
、
工
場
設
備
の
遊
休
化
に
伴
わ
れ
、

鉄
鋼
産
業
に
お
い
て
は
一
九
五
四
年
の
第
二
四
半
期
に
は
七

0
彩
の
稼
動

率
に
低
下
し
た
。
更
に
第
三
表
の
如
く
、
一
九
五
四
年
半
ば
に
は
、
事
業

投
資
の
収
縮
に
よ
る
民
問
向
け
財
貨
・
用
役
の
購
買
の
減
少
に
も
拘
ら
ず
、

「
国
防
」
支
出
の
減
少
を
基
礎
に
政
府
購
買
支
出
は
絶
対
的
に
も
相
対
的
に

も
低
下
し
（
第
三
表
）
、
か
く
し
て
国
民
的
生
産
高
を
ア
メ
リ
カ
経
済
史

上
の
ピ
ー
ク
た
る
一
九
五
一
一
一
年
の
水
準
に
戻
す
た
め
に
、
ま
づ
購
買
力
市

(17) 

場
の
問
題
が
深
刻
化
し
た
の
で
あ
っ
た
。
一
九
五
三
年
の
プ
ー
ム
の
頂
上

一
九
五
三
年
の
最
高
点
か
ら
の
国
民
生
産
高
に
対
す
る
需
要
の
減
退
は
、
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レ
ベ
ル
の
商
品
価
格
と
結
び

つ
い
た
不
完
全
麗
傭
衰
源
の

存
在
は
「
い
く
ら
か
異
常
な

(18) 

状
況
」
示
を
す
。
こ
の
よ
う

に
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
投
資

ブ
ー
ム
」
の
存
在
に
も
拘
ら

ず
、
す
な
わ
ち
、
民
問
資
本
形
成
の
う
ち
の
生
産
者
耐
久
設
備
が
、
一
九

五
二
年
十
二
月
に
は
一
九
四
一
年
末
の
、
約
―

-
0彩
迄
増
大
（
期
間
内

の
減
価
償
却
を
差
引
い
て
も
）
し
た
と
い
う
こ
と
、
さ
ら
に
一
九
四
六

i

一
九
五
二
年
に
お
け
る
人
口
増
加
一
人
分
当
り
の
生
産
者
耐
久
設
備
の
新

投
資
は
一
九
二

O
~
一
九
四
一
年
の
そ
れ
に
比
し
て

1
-
2
大
き
い
と
い

第 表

総生産国高民 1 貨民問及び向け用財役 I 政貨府及び向け用役役
(Gの.％N.p） (G.N.Pの％）

1945 215.2 132.4 66 820 34 

1949 258.2 214.6 83 43.6 17 

1953 ※371 ※286 77 84.9 23 

1954（中期） ※356 ※276 78 ※ 80 22 

1955（予想） -1 ※ 79 I 
Current dollar in billion, Source, ibid. 

23. ※はP.32より作成，彩は算出。

る
。
こ
の
よ
う
に
ピ
ー
ク
・

と
共
に
比
較
的
安
定
し
て
い

売
市
場
は
非
農
業
製
品
価
格

例
証
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
卸

需
要
を
追
い
越
し
た
と
い
う

Table 7. P. 

よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
供
給
が

と
雇
傭
及
び
給
与
の
縮
小
に

以
来
の
需
要
の
減
退
に
対
す

る
調
整
は
、
よ
り
低
い
生
産

戦
后
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
市
場
構
造
（
瀕
尾
）

う
こ
と
、
ま
た
生
産
者
耐
久
設
備
に
対
す
る
新
投
盗
は
一
九
二
九
年
に
国

民
的
生
産
物
の
七
％
で
あ
っ
た
の
が
、
戦
后
の
全
時
期
に
は
平
均
八

96で

(19) 

あ
る
と
い
う
こ
と
に
も
拘
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
国
内
販
路
の
停
滞
に
よ
る

不
況
現
象
の
存
在
は
ま
さ
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
1
)
i
b
i
d
.
 p
 4-
5
.
 

(
2
)

一
九
四
五
年
中
ば
か
ら
一
九
四
六
年
末
に
か
け
て
、
兵
員
を
含
め

た
罷
傭
は
、
六
七

0
0
万
ー
五
八

0
0
万
人
に
減
少
し
、
失
業
者
は

百
万
人
増
加
し
た
。
総
国
民
生
産
高
は
一
九
四
五
年
第
二
四
半
期
の

ニ
ニ
五

0
億
ド
ル
か
ら
一
九
四
六
年
第
一
四
半
期
の
二

0
0
0億
ド

ル
ヘ
と

1

一
彩
減
少
し
た
。
(
i
b
i
d
.
p. 
1
4
.
)
 

(
3
)

一九一―

1
0
年
代
の
大
恐
慌
に
よ
っ
て
、
完
全
失
業
者
は
民
間
屈
用

労
慟
力
の
二
五
形
(
-
九
―
―
―
―
―
一
年
）
か
ら
―
ニ
・
五
％
（
一
九
四

0
年
）
に
上
っ
た
。
(
F
i
g
u
r
e
81. 
ibid. 
p. 
7
3
5
.
)
 

Lab:>r 

R
e
s
e
a
r
c
h
 A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
の
推
定
に
よ
れ
ば
、
一
九
―
―
―
―
―
一
年
に
は
、

失
業
者
は
、
一
、
六

0
0
万
乃
至
一
、
七

0
0
万
と
見
禎
ら
れ
た
。

(
"
T
r
e
n
d
s
 in 
A
m
e
r
i
c
a
n
 C
a
p
i
t
a
l
i
s
m
"
高
橋
、
松
田
共
訳

1
0
九
頁
）
一
九
四

0
年
に
お
い
て
も
尚
公
式
統
計
で
八

0
0
万

(
＾

"
A
m
e
r
i
c
a
`
n
 
N
e
e
d
s
"
 
A
p
p
e
n
d
i
x
 2
0
-
4
.
 
p. 
1
0
7
3
)

で

あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
他
方
遊
休
生
産
設
備
の
存
在
に
つ
い
て
ほ
、

EdwinG•Nourse 

a
n
d
 Associates; 
A
m
e
r
i
c
a
'
s
 C
a
p
a
c
i
t
y
 

to 
P
r
o
d
u
c
e
,
 
(
B
r
o
o
k
i
n
g
s
 Institu-tion, 1
9
3
4
)

に
よ
4
ぃば、

八
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一
九
二
九
年
の
い
わ
ゆ
る
「
完
全
屈
傭
の
時
期
」
に
お
い
て
さ
え
も
、

鉄
鋼
と
工
作
機
械
工
業
の
み
が
そ
れ
ら
の
見
稲
生
産
能
力
に
近
い

稼
動
を
な
し
つ
つ
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
一
九
三
九
年
に
は
、
生
産
は

一
九
二
九
年
の
水
準
以
下
に
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
全
設
備
能
力
は

一九――

1
0
年
代
初
に
か
な
り
培
大
し
、
か
く
て
資
本
設
備
の
遊
休
化

は
相
当
程
度
に
上
っ
た
。
「
も
し
も
こ
の
使
用
さ
れ
な
い
、
又
は
超

過
生
産
能
力
が
操
業
に
注
入
さ
れ
る
な
ら
ば
、
産
出
量
の
大
董
の
増

加
が
達
成
さ
れ
え
た
で
あ
ろ
う
。
」

(
D
e
w
h
u
r
s
t
,
ibid. 
p. 
8
2
1
)
 

一
九
一
一
一
九
年
の
製
造
工
業
は
、
一
九
二
九
年
の
同
水
進
の
屁
傭
、
労

働
時
間
、
設
備
利
用
率
の
基
礎
上
で
は
、
ニ
ニ
形
増
産
し
え
た
で
あ

ろ
う
、
泄
青
炭
鉱
に
お
い
て
は
四
七
％
を
高
め
え
た
で
あ
ろ
う

(w.

F." y
o
u
n
g
,
^
'
B
i
t
u
m
i
n
o
u
 C
o
a
l
 
a
n
d
 Lignite•`Mineral 

y
e
a
r
b
o
o
k
 
1944. p. 2
2
)

と
さ
れ
る
。
こ
れ
を
高
め
え
な
か
っ
た

も
の
が
狭
監
な
消
費
市
場
の
存
在
で
あ
り
、
こ
こ
に
大
盤
失
業
の
一

極
に
お
け
る

e
x
c
e
s
s
c
a
p
a
c
i
t
y

の
現
象
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
生
産
諸
要
素
の
不
完
全
雇
傭
を
一
挙
に
解
決
し
た
も
の
が
、
第

二
次
世
界
大
戦
で
あ
っ
た
。

(

4

)

こ
れ
は
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
期
に
お
け
る
国
家
独
占
資
本
主
義
的

な
「
二
重
経
済
」
体
制
の
直
接
の
継
承
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
補

整
」
的
な
公
共
投
資
政
策
を
も
っ
て
し
て
も
経
済
回
復
と
完
全
一
屈
傭

の
問
題
は
戦
争
体
制
に
よ
る
ま
で
解
決
し
え
な
か
っ
た
と
い
う
事
実

が
、
ケ
イ
ン
ズ
リ
ハ
ソ
セ
ン
的
な
改
良
政
に
批
判
策
を
加
え
る
ア
メ

戦
后
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
市
場
構
造
（
瀕
尾
）

八

リ
カ
の
社
会
主
義
者
た
ち
（
P
a
u
l
M
.
 S
w
e
e
z
y
;
 
A
n
n
a
 R
o
c
h
e
,
 

ster; 
etc)
を
生
み
、

L.R•Klein, 

E•D 

D
o
m
a
r
等
に
影
響

を
及
ば
し
た
歴
史
的
な
経
緯
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
の

戦
時
統
制
が
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
の
直
接
の
継
承
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
は
、
公
共
投
資
政
策
の
柱
で
あ
っ
た
復
興
金
融
会
社

(
R
F
C
)
が、

益
々
拡
張
強
化
さ
れ
、
軍
需
生
産
力
拡
充
の
た
め
の
融
資
機
関
と
し

て
活
躍
し
た
こ
と
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。

(
5
)

こ
れ
ら
の
要
因
は
ケ
イ
ン
ズ
の
い
わ
ゆ
る
「
其
の
イ
ソ
フ
レ
ー

ツ
ョ
ソ
」
を
惹
起
せ
し
め
な
い
要
素
で
あ
る
。
戦
時
中
に
完
全
屈
傭

が
達
成
さ
れ
た
の
ち
も
物
価
統
制
に
よ
っ
て
生
産
高
の
上
昇
が
価
格

騰
貴
に
吸
収
さ
れ
る
こ
と
を
抑
止
し
、
反
課
税
が
高
率
化
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
イ
ソ
フ
レ
的
傾
向
を
阻
止
し
え
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ

こ
そ
ク
ラ
イ
ソ
の
い
う
「
イ
ソ
フ
レ
を
惹
起
さ
な
い
で
完
全
屈
傭
を

得
る
行
政
的
方
策
」
の
戦
時
的
実
践
に
外
な
ら
な
い
。

(See,
L.R. 

K
l
e
i
n
 
T
h
e
 K
e
y
n
e
s
i
a
n
 Revolution.
 P
.
1
8
0
 
P
.
1
5
7
 
t),・・-n 

(
6
)
D
e
w
h
u
r
s
t
`
i
b
i
d
.
 A
p
p
e
n
d
i
x
 4ー

2

T
a
b
l
e
 
A. F
i
g
u
r
e
 9
.
 

(
7
)
s
o
u
r
c
e
;
 
S
e
c
u
r
i
t
 
ies 
a
n
d
 
E
x
c
h
a
n
g
e
s
 
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 

の
報
告
、

ibid.
p. 
1
8
.

こ
の
内
容
に
は
、
通
貨
、
銀
行
預
金
、
貯

ロ
ー
ソ

襲
貸
付
、
国
債
を
含
む
。

(
8
)
S
o
u
r
c
e
,
 B
o
a
r
d
 of 
G
o
v
e
r
n
o
r
s
 of F
e
d
e
r
a
l
 R
e
s
e
a
r
v
e
 

S
y
s
t
e
m
の
資
料
。

ibid.
p. 
21.
内
容
は
(
6
)
に
お
な
じ
。

(
9
)

課
税
后
の
収
益
中
留
保
高
は
、
一
九
二
九
年
の
二
四
％
、

一
九
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戦
后
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
市
場
樅
造
（
瀬
尾
）

1

1

一
九
年
の
二
八
％
に
対
し
て
、

一
九
四

O
I四
一
年
に
は
五
五
％
で

あ
っ
た
。

(U.
S. 
D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
 o
f
 
C
e
m
m
e
r
c
e
,
 T
h
e
 office 

o
f
 B
u
s
i
n
e
s
s
 E
c
o
n
o
m
i
c
s
.
 ibid 
p. 
21.)

こ
の
よ
う
な
、
自
己

賢
本
の
菩
被
の
増
大
の
た
め
に
、
た
と
え
ば

P
a
u
l

M. S
w
e
e
z
y
 

は
、
ヒ
ル
フ
ァ
ー
デ
イ
ソ
グ
の
「
金
融
資
本
」
概
念
を
批
判
し
て
、

「
か
っ
て
は
栄
光
の
日
を
も
っ
た
銀
行
資
本
は
再
び
、
産
業
資
本
に

対
す
る
従
属
的
地
位
に
か
え
る
」

(
"
T
h
e
T
h
e
o
r
y
 o
f
 C
a
p
i
t
a
l
i
s
t
 

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
.
"
 3
r
d
 E
d
.
 p. 
2
6
8
)

と
す
る
の
で
あ
る
が
、
（
こ

の
立
場
に
立
つ
も
の
と
し
て
、
都
留
璽
人
氏
『
ア
メ
リ
カ
経
済
の
発

展
』
と
く
に
二
四
二
頁
。
）
産
業
資
本
の
減
価
償
却
費
及
び
利
澗
の

社
会
留
保
の
証
券
市
場
に
対
す
る
関
聯
等
の
面
か
ら
再
検
討
を
要
す

る
問
題
堤
起
で
あ
ろ
う
。

(
1
0
)

個
人
的
消
費
支
出
は
、
大
戦
中
も
漸
増
し
て
い
る
。
し
か
し
、

一
九
四
五
ー
四
六
年
に
は
一
六
・
七
億
ド
ル
増
加
し
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
こ
の
よ
う
な
著
増
は
そ
の
后
に
も
遂
に
な
か
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
生
産
は
、
消
費
の
著
増
に
二
年
お
く
れ
て
、
一
九
四
七

l
四
八

年
に
は
じ
め
て
九

0
億
ド
ル
の
著
増
を
み
せ
た
。
（
第
一
表
）

(11)

こ
の
間
に
顕
著
な
も
の
ほ
農
産
物
価
格
の
下
落
で
あ
る
。
そ
れ

は
一
九
一

0
ー
一
四
年
を
一

0
0
と
し
て
、
一
九
四
八
年
に
は
、
一
1-

0
0
以
上
で
あ
っ
た
も
の
が
、
一
九
五

0
年
に
は
ニ
―
―

1
0
ま
で
下
向

ツ

ェ

ー

＞

し
、
い
わ
ゆ
る
鋏
状
価
格
差
の
現
象
が
あ
ら
わ
れ
た
。

(
R
o
s
s
 
M. 

(18) 

(19) 
ibid 
p. 
33・ 

17 16 15 
‘ヽ̀-

ibid. 

R
o
b
e
r
t
s
o
n
,
"
 H
i
s
t
o
r
y
 o
f
 t
h
e
 A
m
e
r
i
c
a
n
 E
c
o
n
o
m
y
"
 1955. 

p. 
379. 
F
c
g
u
r
e
 37) 

(
1
2
)

一
九
四
九
年
に
は
、
景
気
後
退
に
よ
り
、
事
業
予
想
は
く
も
っ

て
い
た
の
で
、
産
出
高
ほ
甜
要
以
下
に
切
り
下
げ
ら
れ
、
そ
の
た
め

（
不
況
の
第
二
段
階
と
し
て
の
仇
の
投
資
）

ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ソ
ベ
ン
ト
リ
ー
は
マ
イ
ナ
ス
―
―

1
0
億
ド
ル
を
示
し
た
。

刺
鮮
戦
争
后
は
、
ふ
た

た
び
生
産
の
急
上
外
に
よ
っ
て
、
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
ー
の
菩
稜
を
七
五

億
ド
ル
ま
で
も
た
ら
し
た
。
（
恢
復
、
拡
張
段
階
の
意
図
し
た
投
責
）

(
1
3
)
D
e
w
h
u
r
s
t
.
 ibid. 
p. 
15.
よ
り
算
出
。

て
五
五
一
―
―
形
膨
脹
し
た
。

一
九
四
五
ー
一
九
五

0
年
に
戦
后
の
復
員

に
よ
っ
て
八
四
形
の
低
下
が
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
。

(ibid.
p. 
598.) 

船
舶
の
ト
ン
数
は
一
九
五

0
年
は
一
九
四
二
年
の
一
―
―
一
七
％
増
、
航

空
機
の
数
は
、
一
九
四
二
年
の
八
七
グ
ダ
を
現
有
し
て
い
る
。

T
a
b
l
e
 245. 
p. 
599.) 

(14) 
ibid. 
p. 
32. 

ibid. 
A
p
p
e
n
d
i
x
.
 2
0
,
4
 p. 
1073. 

ibid. 
p. 
3213. 

ibid. 
p. 
29. 

軍
隊
ほ

、、

こ
う
し
た
現
象
が
、
い
わ
ゆ
る
第
二
次
大
戦
后

一
九
三
二
年
と
一
九
五

0
年
の
問
に
、
人
員
に
お
い

八
四
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第 四 表

11927ー11よ11954-8よ11949-10よ11924-7よ11938-6よ11933-3よ
り1928-3 り1953-2 り1950-4 り1925-1 り193を12 り1933-9

非農業的雇傭 +0.9 + 2.0 + 4.2 +11.3 

工業生産 +4.0 +8.1 +10.4 +17.1 +22.7 +40.0 

総国民生産高 -0.7 +4.6 + 8.0 +10.0 + 8.7 +11.4 

個人所得 +0.7 +2.1 + 7.0 + 6.3 + 4.0 +11.2 

卸売価格 -0.4 +1.1 + 0.8 + 3.8 - 1.4 +15.8 

小売価格

゜
+3.9 + 4.1 

゜
+ 8.6 +13.6 

A. （不況の谷ののち 6ヶ月問の変化率）

11927―11よ11954-8ょ11949-11ょ11924-7よ11938-1よ11933-3よ
り 1929-2 り 1955-11 り 1951—1 り 1925-10 り 193!Hl り 1934-6

非農業的雁傭 + 4.4 + 9.1 + 7.6 +17.4 

工業生産 +16.0 +17.1 +27.1 +19.5 +40.9 +40.0 

総国民生産高 +11.9 +10.7 +25.0 +16.2 +12.0 +23.5 

個人所得 +10.2 + 8.6 +19.8 +12.0 + 9.9 +23.5 

卸売価格 - 1. 5 + 4.4 +16.6 + 5.1 + 0.9 +19.0 

小売価格 + 2.7 +11.2 +24.0 +11.8 +16.2 +18.2 

B. （不況の谷ののち15ヶ月間の変化率）

11927-11ょ11954---8よ11949-10ょ11924-7ょ11938-6よ11933-3ょ
り1929-11 り1956-8 り1951-10 り1926-7 り194CHうり1935-3

非農業的雁傭 +10.9 + 8.8 +19.7 

工業生産 +12.0 +22.9 +24.4 +50.0 +50.0 

総国民生産高 +10.6 +31.6 +14.7 +20.5 +27.5 

個人所得 + 9.3 +28.3 +13.2 +14.5 +31.7 

卸売価格 - 2.7 +14.6 + 1.7 + 1.0 +17.7 

小売価格 + 2.7 +17.0 + 8.8 +25.2 +31.8 

c. （不況の谷ののち24ヶ月問の変化率）

1. 本表は，景気循現における底ののちの経済系列におけるパーセンテージの変化

を，先行する景気収欽の大きさに従って，左から右へと排列したものである。

2. Source; Bureau of Labour Statistice, Board of Governors of Federcl 
Reserve Systen, estimate by H. Barger and L. Klein; Department of 
Commerce. " Basic Research and Analysis of Current Business Condit-
fons " N.B.E.R 36th Amnual Report. 1956-5. p. 26. 
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戦
后
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
市
場
構
造
（
瀬
尾
）

の
「
長
期
的
活
況
」

secular
exhilaration 

を
な
し
て
い
る
。

論
そ
の
理
由
は
、

論
の
一
っ
の
根
拠

(20) 

G
e
o
f
f
r
e
y
 H. M
o
o
r
e

の
報
告
に
よ
れ
ば
、
こ
の
不
況
は
一
九
五
四

年
八
月
を
谷
底
と
し
て
、
一
九
五
四
年
秋
に
は
恢
復
に
向
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
そ
の
規
模
は
、
第
四
表
を
検
討
す
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
一
九

四
九
年
の
景
気
後
退
の
朝
鮮
戦
争
に
よ
る
恢
復
に
も
及
ば
な
か
っ
た
。
勿

M
o
o
r
e
の
い
う
よ
う
に
、
上
向
波
動
の
大
き
さ
は
先

行
す
る
収
欽
の
大
き
さ
に
か
か
わ
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
一
九
五
四
年
秋
以

降
の
景
気
同
復
は
、
中
位
の
収
傲
か
ら
の
回
復
と
し
て
当
然
の
帰
結
（
つ

ま
り
波
動
自
体
が
小
さ
い
こ
と
）
と
も
い
え
よ
う
が
、
と
も
あ
れ
そ
の
好

況
は
け
っ
し
て

M
8
r
e
も
警
告
す
る
よ
う
に
「
前
例
の
な
い
」
も
の
で

は
な
く
、
む
し
ろ
極
め
て
控
え
目
な
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
非
農
業

的
雁
傭
・
総
国
民
的
生
産
高
、
個
人
所
得
ほ
、
上
向
波
動
の
開
始
后
十
五

ヶ
月
問
に
お
い
て
は
、
従
来
の
何
れ
の
最
気
恢
復
に
お
け
る
上
昇
率
よ
り

も
小
で
あ
っ
て
、
ひ
と
り
工
業
生
産
と
価
格
水
準
の
み
が
、
一
九
二
七
ー

一
九
二
九
年
の
恢
復
率
を
凌
駕
し
て
い
る
。
こ
れ
を
上
向
運
動
開
始
后
六

ヶ
月
間
の
短
期
趨
勢
に
お
い
て
は
、
同
期
の
恢
復
率
が
全
面
的
に
一
九
二

七
ー
ニ
九
年
の
恢
復
率
を
凌
駕
し
て
い
る
こ
と
と
比
較
す
れ
ば
、
一
九
五

四
年
秋
以
降
の
兼
気
恢
復
は
、
先
行
す
る
収
傲
の
規
模
が
、
従
来
の
う
ち

で
1

一
番
目
に
小
さ
い
も
の
で
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
伸
び
に
お
い
て
、

2
 

尤
も
小
さ
な
収
傲
か
ら
出
発
し
た
一
九
二
七
ー
ニ
九
年
の
伸
び
に
比
し
て

さ
え
も
伸
び
悩
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
（
つ
ま
り
好
況
へ

の
上
向
規
模
は
工
業
生
産
と
価
格
水
準
を
除
き
、
十
五
ヶ
月
間
に
お
い
て

ほ
従
来
の
う
ち
最
下
位
に
あ
る
。
）
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
雇
傭
と
個
人

所
得
・
総
国
民
生
産
高
（
こ
の
な
か
に
は
用
役
価
格
も
は
い
る
）
の
上
向

波
動
の
、
工
業
生
産
と
（
卸
売
・
小
売
）
価
格
水
準
の
上
昇
率
に
た
い
す

る
相
対
的
低
位
性
が
あ
ら
わ
れ
て
を
り
、
経
済
指
数
の
成
長
率
の
趨
勢
に

み
ら
れ
る
生
産
性
の
増
大
と
相
対
的
に
狭
隣
な
消
費
的
基
礎
と
い
う
矛
盾

(21)

、
、
、
、

は
け
っ
し
て
除
去
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
好
況
現
象
の
時
期
に
お

い
て
も
な
お
、
生
産
様
式
の
内
部
に
存
在
す
る
諸
傾
向
の
解
明
が
依
然
と

し
て
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

(
2
0
)
G
e
o
f
f
r
e
y
 H. M
o
o
r
e
,
 Statistical 
Indicalors, 
"Basic 

R
e
s
e
a
r
c
h
 a
n
d
 the A
n
a
l
y
s
i
s
 of 
C
u
r
r
e
n
t
 B
u
s
s
i
n
e
s
s
 
Co-

n
d
i
t
i
o
n
s
"
 
N
a
t
i
o
n
a
l
 
B
u
r
e
a
u
 
of 
E
c
o
n
o
m
i
c
 
R
e
s
e
a
r
c
h
,
 

Inc. 
3
6
t
h
 A
n
n
u
a
l
 R
e
p
o
r
t
`
M
a
y
 1956̀
p. 2
5
-
2
7
.
 

、、

(
2
1
)

こ
の
よ
う
な
内
在
的
矛
盾
の
存
在
は
、
た
だ
ち
に
不
況
の
存
在

を
い
み
す
る
も
の
で
は
な
い
。
後
者
は
前
者
の
た
ん
な
る
一
局
面

（
必
然
的
に
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
と
こ
ろ
の
）
に
す
ぎ
な
い
。

D
e
w
h
u
r
s
t
の
分
析
は
一
九
五
四
年
上
半
期
に
お
け
る
景
気
後
退
へ
の

傾
斜
の
と
こ
ろ
で
終
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
本
書
の
な
か
で
、
不
況
に

八
六
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対
す
る
低
い
生
産
と
一
限
傭
・
給
与
の
削
減
と
い
う
調
整
が
不
完
全
な
も
の

で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
『
復
興
の
た
め
の
要
件
』
と
し
て
い
く
ら
か
の
考
察

を
加
え
て
い
る
。
本
書
の
執
筆
者
に
従
え
ば
、
そ
の
第
一
の
局
面
は
、
周

期
的
変
化
に
対
す
る
通
常
の
事
業
的
調
整
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
、

H
コ

ス
ト
及
び
販
売
価
格
の
引
き
下
げ
で
あ
り
、
ロ
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ソ
ベ
ソ
ト

(
1
)
 

リ
ー
の
清
算
、
国
純
消
費
者
負
債
の
削
減
の
停
止
、
四
消
費
者
の
手
持
ち

財
貨
の
使
い
果
し
、
国
生
産
者
資
本
設
備
の
通
常
的
な
消
耗
叉
は
よ
り
能

(
2
)
 

率
的
な
新
し
い
型
と
の
競
争
に
よ
る
早
期
の
廃
類
、
が
あ
げ
ら
れ
る
。
と

こ
ろ
で
こ
れ
ら
に
つ
い
て
い
え
ば
、
口
国
国
は
、
投
盗
需
要
や
消
喪
性
向

の
増
大
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
は
更
に
将
来
の
利

潤
に
対
す
る
期
待
や
可
処
分
所
得
・
限
傭
・
実
質
賃
銀
等
に
依
存
す
る
ゆ

え
に
、
自
立
的
要
因
と
な
り
得
な
い
。
さ
ら
に
日
の
コ
ス
ト
・
販
売
価
格

の
引
き
下
げ
と
国
の
設
備
更
新
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
れ
ら
は
結
局
究
極

的
に
は
、
よ
り
高
き
利
潤
に
よ
っ
て
推
進
せ
ら
れ
る
企
業
合
理
化
の
表
現

で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
、
労
賃
部
分
が
、
能
率
的
な
磯
械
設
備
の
禅
入
に
よ

(
3
)
 

っ
て
節
約
せ
ら
れ
る
こ
と
を
動
隈
と
し
、
そ
れ
は
周
知
の
よ
う
に

C
に
対

す
る
＞
の
相
対
的
低
下
に
よ
っ
て
有
機
的
構
成
の
高
度
化
を
遥
き
、
一
極

に
お
い
て
相
対
的
過
剰
人
日
を
生
み
出
す
と
と
も
に
、
他
の
極
に
は
生
産

-
>
 

性
の
向
上
に
よ
り
、

m-
＋
に
お
け
る
利
潤
率
の
低
下
を
、

m-
＞
に
お
け

iC 

る
剰
余
価
値
率
の
著
増
を
媒
介
と
す
る
、
利
潤
抵
の
増
大
に
よ
っ
て
補
お

戦
后
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
市
湯
構
造
（
瀬
尾
）

八
七

費
市
場
の
狭
饂
化
を
さ
ら
に
再
生
産
す
る
こ
と
に
帰
苦
す
る
。
さ
ら
に
高

能
率
の
生
産
設
備
の
逍
f

入
に
よ
る
低
コ
ス
ト
は
、
市
場
競
争
に
お
い
て
中

小
浚
本
企
業
を
敗
退
せ
し
め
、
こ
の
局
而
に
お
け
る
労
炭
双
方
を
市
場
よ

り
脱
落
せ
し
め
て
、
国
内
市
場
の
相
対
的
狭
隣
化
に
拍
車
を
か
け
る
で
あ

ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
何
れ
も
結
局
自
立
的
な
涸
内
の
不
況
現
象
を
除

去
す
る
要
因
に
は
な
り
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
更
に
第
二
の
局
面
と
し
て

執
筆
者
の
あ
げ
る
成
長
要
因
の
影
響
を
考
察
し
よ
う
。

D
e
w
h
u
r
s
t
に
よ

れ
ば
、
通
常
の
事
業
過
程
と
周
期
的
変
化
に
対
す
る
閻
整
が
充
分
な
恢
復

を
も
た
ら
し
え
な
い
場
合
、
成
長
要
因
が
最
后
に
そ
れ
を
や
る
だ
ろ
う
と

い
う
の
で
あ
る
。
本
書
に
従
え
ば
、
こ
う
し
た
基
礎
要
因
と
し
て

H
人
口

の
成
長
、
口
科
学
と
く
に
応
用
工
学
の
進
歩
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
乍
ら
現
代
は
自
然
経
済
の
段
階
で
は
な
い
か
ら
、
人
口
の
成
長
に
よ
る

、、

自
然
的
必
要

n
e
e
d
s
の
増
加
は
、
一
定
の
生
産
1
1
分
配
関
係
の
内
部
に

、、

お
け
る
有
効
需
要

D
e
m
a
n
d
の
同
一
比
率
の
増
加
に
帰
結
す
る
も
の
で

は
な
い
。
そ
し
て
こ
の
有
効
需
要
こ
そ
は
、
一
定
の
、
歴
史
的
に
規
定
せ

ら
れ
た
生
産
諸
関
係
の
機
構
の
内
部
に
お
け
る
相
対
的
地
位
に
よ
っ
て
規

定
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
自
然
的
な
人
口
成
長
の
趨
勢
自
体
が

例
え
ば
、
一
九
一
―

-0年
代
の
不
況
期
に
著
し
く
増
加
率
が
低
下
し
た
よ
う

に
、
（
反
対
に
産
業
資
本
の
興
隆
期
に
は
、
生
産
高
の
飛
躍
的
上
昇
率
に

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
理
論
的
に
い
っ
て
、
相
対
的
な
消
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戦
后
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
市
場
構
造
（
瀬
尾
）

対
応
し
つ
つ
累
増
し
た
）
、
経
済
成
長
の
側
か
ら
の
能
動
的
影
響
を
受
け

る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
一
屈
傭
人
口
の
趨
勢
を
、
よ
り
緩
和
さ
れ
た
カ

(
4
)
 

ー
プ
に
お
い
て
で
あ
る
が
、
密
接
に
反
映
し
て
い
る
。
（
第
五
表
）
こ
の

よ
う
に
し
て
「
人
口
成
長
」
は
、
た
だ
類
推
的
な
モ
デ
ル
と
し
て
の
み
、

経
済
回
復
の
抽
象
的
な
一
要
因
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
口
の
技
術
・

工
学
の
進
歩
も
、
社
会
的
1
1
現
実
的
基
礎
に
お
い
て
は
、
低
コ
ス
ト
と
能

率
向
上
に
寄
与
す
る
か
ぎ
り
で
の
み
企
業
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
得
る
の
で

(
5
)
 

あ
り
、
結
局
企
業
合
理
化
に
お
け
る
前
述
の
第
一
局
面
の
日
及
び
国
に
お

い
て
表
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
相
対
的
な
大
衆
的
消
費
市
場

の
狭
監
化
を
止
揚
す
る
ど
こ
ろ
か
、
相
対
的
過
剰
人
口
の
放
出
を
通
じ
て

(
6
)
 

ま
す
ま
す
再
生
産
す
る
要
因
と
な
る
。

D
e
w
h
u
r
s
t
!l
よ
れ
ば
、
こ
の
よ

う
な
理
論
的
な
側
面
は
全
く
無
視
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
、

「
一
年
か
そ
こ
ら
の
う
ち
」
の
短
期
の
対
策
を
焦
慮
す
る
こ
の
執
筆
者
の

も
ち
出
す
も
の
は
、
ケ
イ
ン
ズ
1
1

ハ
ソ
セ
ソ
的
な
正
統
的
な
思
考
に
従
っ

、
、
、
、
、

た
独
立
投
資
を
中
心
と
す
る
政
府
の
役
割
な
の
で
あ
る
。
本
書
に
従
え
ば

次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
日
消
費
者
購
買
と
事
業

投
衰
を
助
長
す
る
手
段
と
し
て
の
税
金
の
引
下
げ
、
な
い
し
い
わ
ゆ
る
「
減

(
7
)
 

価
償
却
控
除
」

Depreciation
A
l
l
o
w
a
n
c
e、
口
洲
及
び
地
方
政
府
の

公
共
事
業
計
画
を
促
進
す
る
た
め
の
連
邦
政
府
の
補
助
金
の
増
大
、
国
住

宅
資
金
な
ど
の
借
入
れ
の
政
府
援
助
（
こ
れ
は
消
費
者
耐
久
材
の
市
場
を

第 五 表

I (l) I I~雇\傭 I (3) I (4) I (5) 
総国民的生産高民問 人口国勢調査人口 5オ以下の人口 移 民

decade I mill・ ddee ca-1 lmillionI l ddee ca-I million 人形口の 10結年数問人口増彩
，n ％増 ion 彩増 ．9る増 加の

66~80.7 

39.8 1腐.I026~1.翌2.1 10 • 

5.5~ 14.2~ 2.3~ 27.4~ 
a ~62.9 2 7.6 12.2 2.8 27.2 

46.7~ 62.9 7.6~ 12.2~ 5.2~ 40.6~ 
54.5a ~92.0 0 10.6 11.5 3.7 28.6 

2 54.5a 32.1 92.0 10.6 11.5 8.8 55.0 

5 11.4 36.8 14.6 105.7,！ 14.g 11.6 11.0 3.6 26.3 

.6 30.0 42.4 15.2 122.8 16.2 11.4 9.3 3.1 18.1 

,4 27.7 43.3 2.1 131.7 7.2 10.5 8.0 .07 0.8 

.8 56.3 54.1 24.7 150.7 14.4 16.2 10.7 .9 4.7 
I 

I [『1[:
1870-90 ― 
1890-
1910 

1910 I 99. 

i 1920 I no. 

I~ 
Source, (1) "America's needs and Resources" Appendix 4-2 Table B. 
p. 959-60. a. Ross M. Robertson, History of the American Economy 
1955. p. 359 Figure 34より算出。

(2) "America's Needs" Appendix 20-4. p. 1073. (3) (5) ibid. Table 1:6. 
p. 51. (4) ibid, Table 21. p. 63. (1)と(2)の％は何れも算出。

八
八
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に
口
尚
さ
ま
人
＼
な
型
の
大
き
な
需
要
を
抱
え
て
い
る
こ
と
、
(

a

)

潜
在

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

D
e
p
r
e
c
i
a
t
i
o
n
A
l
l
o
w
a
n
c
e
や
法
人
税
の
軽
減

を
除
き
、
い
わ
ゆ
る
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
に
お
け
る
「
産
業
諸
批
間
の
不
均

(
8
)
 

衡
の
是
正
」
を
め
ざ
し
た
改
良
的
側
面
の
継
承
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
賃

金
配
分
を
め
ぐ
っ
て
の
い
わ
ば
階
級
性
と
も
い
う
べ
き
も
の
、
（
そ
の
す

ぐ
れ
て
国
家
独
占
査
本
主
義
的
な
性
格
、
た
と
え
ば
、
復
興
金
融
会
社

R
F

C
や
産
業
復
興
法

N
R
A
に
お
け
る
ご
と
き
）
、
及
び
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル

と
共
に
防
衛
計
画
に
そ
の
結
集
点
を
見
出
す
こ
と
、
な
ど
か
ら
、
そ
こ
か

ら
生
じ
る
国
内
消
既
市
場
の
構
造
・
性
格
が
直
接
に
規
制
さ
れ
て
く
る
も

の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
他
方
、
以
上
の
よ
う
な
好
況
に
続
く
不
況
現
象
の
反
復
に

よ
っ
て
表
現
せ
ら
れ
る
よ
う
な
、
生
産
力
の
発
展
に
た
い
す
る
樫
桔
と
し

て
の
狭
檻
な
大
衆
的
消
費
の
基
礎
と
い
う
矛
盾
の
存
在
に
も
拘
ら
ず
、
一

九
五
四
年
秋
以
降
の
最
気
上
昇
の
事
実
が
示
す
よ
う
に
、
北
米
合
衆
国
に

,
、
、
、

は
、
な
お
い
わ
ば
強
靭
な
底
と
い
う
べ
き
も
の
が
存
在
す
る
。

D
e
w
h
u
r
s
t

に
よ
れ
ば
、
そ
の
根
拠
は
、
日
一
九
五
三
年
の
ブ
ー
ム
に
お
い
て
も
、
ア

メ
リ
カ
は
過
去
の
時
代
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
、
ほ
げ
し
い
投
機
か
ら
は
自

由
で
あ
り
、
貨
幣
姿
本
の
膨
脹
連
動
の
底
に
は
実
物
的
基
礎
が
、
す
な
わ

(
9
)
 

ち
「
異
常
に
強
力
な
〔
生
産
〕
衰
源
」
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
。
さ
ら

戦
后
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
市
場
構
造
（
瀕
尾
）

構
成
す
る
）
四
連
邦
政
府
自
身
に
よ
る
公
共
事
業
と
国
家
安
全
保
障
計
画

の
統
禦
と
生
産
物
の
実
現
市

場
の
問
閣
こ
そ
、
究
極
的
に >

六表

| 1950 | 1953| 1963 
（予想）

総国民的生産高 321 I 367 I 415 
消費支出 216I 230 I 268 
総民問投資 561 541 62 

政府による財貨
用役の購買

471 55 

1. billion Dollar. in 1953 pure-
hasing power. 

2. source, ibid. p. 88.より作成

み
出
し
た
店
大
な
生
産
能
力

ま
さ
に
こ
の
み
づ
か
ら
の
生

第

通
じ
て
前
述
の
如
き
内
在
的

両
者
が
、
設
備
の
高
度
化
を

得
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の

八
九

的
消
喪
支
出
の
存
在
(
b
)
個
人
課
税
の
削
減
(

C

)

消
費
者
流
動
衰
産
の
大

で
あ
る
こ
と
、
国
さ
い
eこ
に
各
種
政
府
段
階
に
よ
る
需
要
の
存
在
で
あ
り
、

そ
れ
は
、
国
家
安
全
保
障
の
た
め
の
財
貨
・
用
役
の
購
買
が
四
五

0
億
ド

ル
の
水
準
以
下
に
は
切
り
下
げ
ら
れ
な
い
と
い
う
見
通
し
の
も
と
に
、
政

府
の
購
買
支
出
が
七
五

O
~七
九

0
億
ド
ル
以
下
に
下
降
し
な
い
で
あ
ろ

(10) 

う
と
い
う
こ
と
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
明
ら
か
に
存
在

(11) 

す
る
生
産
力
の
上
向
と
経
済
の
拡
張
規
模
に
も
拘
ら
ず
、
こ
の
よ
う
に
増

大
す
る
生
産
力
を
ど
の
よ
う
に
消
費
に
対
応
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
は
、
さ
い
ご
の
と
こ
ろ
で
は
、
第
六
表
の
よ
う
に
結
局
政
府
購
買
の

(12) 

累
増
が
「
救
い
の
神
」
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
さ
え
防
衛
支
出
の
停
滞
に
よ

っ
て
低
迷
傾
向
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
ふ
た
た
び
民
問
消
費
支
出
と
民
問
投

査
の
増
加
に
依
存
せ
ざ
る
を

81 



394 

第 七 表

| I 19年の19年に対する彩

延人べ員屈a傭1産出高a|1り人産1時！ll,高閻当b 

1製造業 -25 やや増 +28.0 

2蒸気鉄道 -43 -25 +33.1 

3鉱 山 -49 -25 +43.1 

4電 力 -11 -40 +84.8 

5電 苛"LI -24 やや増 +40※ 

Source, a 1~3, Witt Bowden 
"Wage, Hours and Productibity 
of Industrial Labour, 1909~1939" 
monthly Labour Review, Septem-
ber 1940, a, 4~5. Survey of Cur-
rent Business, 1942, Supplement; 
ibid, p. 819-20; b, ibid Table 316 
p. 740より算出，※は ibidp. 819. 
なお 2の a.b.は運輸量。 4, 5にお
いては，労慟時問数が低下している
ので， aの延べ人員は数字に現れて
いる比率以上に低下している。

戦
后
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
市
場
樅
造
（
瀬
尾
）

ア
メ
リ
カ
経
済
政
策
を
規
定
す
る
積
秤
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
以
下
、

こ
の
よ
う
な
矛
盾
の
存
在
と
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
尚
存
在
す
る
ア
メ
リ
カ
経

済
の
強
靭
な
底
の
実
態
に
つ
い
て
些
か
立
ち
入
っ
た
考
察
を
試
み
た
い
。

(

1

)

消
費
者
負
債
に
は
所
有
者
占
有
財
産
に
お
け
る
抵
当
設
定
債
務

（
地
主
及
び
建
築
業
者
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
る
実
物
財
産
の
債
務
を

除
く
）
、
月
賦
払
い
信
用
貸
し

i
n
s
t
a
l
m
e
n
t
credit
、
請
求
代
金
勘

定
、
単
一
支
払
貸
付

single
p
a
y
m
e
n
t
 l
o
a
n、
サ
ー
ヴ
ィ
ス
・

ク
レ
ジ
ッ
ト
、
及
び
銀
行
・
仲
買
人
•
取
引
業
者
へ
の
証
券
貨
付
、

及
び
政
策
的
貸
付
を
含
む
。
可
処
分
所
得
に
対
す
る
パ
ー
セ
ン
ト
と

し
て
の
総
消
費
者
負
債
は
、
一
九
四
四
年
の
一
七
グ
ク
を
最
低
に
、

く
か
つ
、
人
口
の
増
大
の
大
き
か
っ
た
時
期
に
ほ
五
才
以
下
の
人
口

九
一

0
年
以
前
の
趨
勢
に
お
い
て
も
、
最
も
生
産
高
の
上
舛
率
が
高

一九――

-
0
年
以
降
は
、
殆
ど
ネ
グ
リ
ジ
プ
ル
で
あ
る
。
さ
ら
に

ロ
増
加
数
に
対
す
る
移
民
の
比
璽
は
か
な
り
の
大
き
さ
を
示
す
が

と
、
移
民
の
数
を
掲
げ
た
の
で
あ
る
が
、

(

4

)

 
九
五
―
―
一
年
に
は
、
一
―
―
―
―
―
グ
ダ
ま
で
漸
増
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ほ
ぽ
戦

前
の
水
準
に
近
い
。

(
•
"
A
m
e
r
i
c
a
s

N
e
e
d
s
 a
n
d
 
R
e
s
o
u
r
c
e
s
 

'̀Figu 
r
e
 1
8
.
 
p.96) 

(
2
)
i
l
i
d
,
 p. 
3
3
.
 

こ
れ
は
一
九
一

1-0
年
代
の
不
況
期
を
例
に
と
れ
ば
、
第
七
表
の

よ
う
な
形
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
一
九
一

1-0
代
を
通
じ
て
、

度
化
を
通
じ
て
「
い
た
る
と
こ
ろ
で
生
産
性
が
増
大
し
、
雇
傭
が
低

下
し
た
。
」

(
D
e
w
h
u
r
a
t
,
ibid, 
p. 
8
2
0
)

こ
こ
に
有
機
的
構
成
の

高
度
化
と
産
業
予
備
軍
の
実
証
を
み
る
。

こ
こ
で
、
参
考
ま
で
に
、
出
生
数
に
代
え
る
に
五
才
以
下
の
人
口

一，九一

0
年
ま
で
は
、
人

比
率
も
大
き
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
趨
勢
は
、
生
産
高
と
人
口

、、

の
趨
勢
に
照
応
し
て
お
り
、
従
っ
て
、
人
口
成
長
の
趨
勢
に
対
す
る

移
民
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
ネ
グ
リ
ジ
ブ
ル
に
考
え
て
よ
い
も
の
と

い
労
働
量
を
も
っ
て
達
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
設
備
の
高

労
働
生
産
性
は
い
ち
ぢ
る
し
く
上
昇
し
た
が
、
そ
れ
は
、
よ
り
少
な

(
3
)
 

九
0
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思
う
。
（
む
し
ろ
一
九
一

0
年
以
前
の
移
民
数
の
人
口
増
加
数
に
対
す

る
比
率
の
趨
勢
は
、
こ
の
よ
う
な
人
口
増
加
及
び
、
五
才
以
下
の
人

ロ
数
の
照
応
的
な
趨
勢
に
逆
向
を
示
し
て
い
る
。
）

(

5

)

「
発
明
ー
生
産
の
最
も
能
率
的
な
方
法
の
発
見
ー
は
、
そ
れ
自
身

で
は
生
産
性
を
増
大
さ
せ
は
し
な
い
。
生
産
性
は
新
し
い
方
法
が
応

用
さ
れ
た
と
き
に
の
み
増
大
さ
れ
う
る

。

•
•
…
•
発
明
は
、
そ
れ
ら
が
利

用
さ
れ
う
る
以
前
に
資
本
財
に
体
現
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
」
(
J
.

R・ 

H
i
c
k
s
,
 

"
 T
h
e
 
Social 
F
r
a
m
e
w
o
r
k
s
 
of 
t
h
e
 
A
m
e
r
i
c
a
n
 

E
c
o
n
o
n
y
"
 2nd. 
E
d
.
 p. 
217. 
218) 

(
6
)

勿
諭
、
生
産
性
の
増
大
に
よ
っ
て
、
産
出
価
値
生
産
物
の
う
ち
、

労
慟
力
価
値
を
再
生
産
す
る
必
要
労
働
部
分
が
制
余
労
慟
部
分
に

比
し
て
減
少
し
、

M-
＞
が
、
増
大
す
る
結
果
、
一
方
に
お
い
て
は

V

の
実
現
市
場
の
比
率
の
低
下
を
補
い
う
る
だ
け

M
の
実
現
市
場
た
る

剰
余
生
産
物
消
費
市
場
と
、
資
本
財
市
場
が
拡
大
す
る
こ
と
は
で
き

る
。
し
か
し
一
応
資
本
財
市
場
を
捨
象
し
て
、
消
費
財
市
場
に
つ
い

て
み
れ
ば
、

m
の
利
洞
部
分
の
放
出
は
、

V
に
基
礎
を
お
く
大
衆
的

消
費
市
湯
の
相
対
的
低
下
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

Hicks
の
、
「
富
者
に
よ
る
余
剰
消
費
の
範
囲
」
の
分
析
に
よ
る
と

（
第
八
表
）
、
所
得
の
四
四
形
を
も
つ
も
っ
と
も
富
裕
な

1
-
5
の
階

層
は
、
消
費
支
出
の
三
八
％
を
占
め
、
そ
れ
は
、
全
体
の

3
-5

を

占
め
る
低
位
所
得
者
層
に
よ
る
消
賀
支
出
と
同
じ
比
率
で
あ
る
。
こ

戦
后
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
市
場
構
造
（
瀬
尾
）

第 八 表

九

グループ
国民全体の形

所列得し規た支模に出単よ位り配
得内最低($所) 課得の税貨以幣所前！連ー所邦得個税人 11可所処得分IIi支肖 喪者出 純貯畜

もっとも貧困な 5分の 1 4 1 4 7 -17 

第二位の 5分の 1 1,430 11 5 12 12 1 

第三位の 5分の 1 2,510 17 10 18 19 3 

第四位の 5分の 1 3,550 24 19 24 24 21 

もっとも富裕な 5分の 1 4,950 44 65 42 38 92 

1 100 I 100 ¥ 100 1 100 I 100 
Source; Federal Resevrve Bulletin, September 1951; p. 1074 etc; 
J. R. Hicks and other.s, ibid. Table XIV. p. 232. 

に
は
消
喪
財
市
場
に

み
る
と
、
后
述
の
よ

、
、
、

う
に
そ
れ
は
究
極
的

資
財
市
場
に
つ
い
て

と
も
富
有
な

1
-
5

階
層
に
対
し
て
、

0
倍
の
所
得
を
も
っ

が
、
消
費
に
お
い
て

は
五
倍
に
止
る
。
）

(J.R•Hicks, 

ibid. 

p.232)

さ
ら
に
投

よ
っ
て
規
制
さ
れ
そ

の
階
層
は
、
も
っ
と

も
貧
困
な

1
-
5
の

で
き
な
い
。

（も

っ

を
凌
駕
さ
る
こ
と
は

市
場
も
、
結
局
大
衆

的
消
喪
支
出
の
規
模

に
相
対
的
な
、
奢
修

の
よ
う
に
し
て
い
か
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れ
か
ら
独
立
的
な
成
長
を
恒
久
的
に
維
持
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
あ
る
。

(

7

)

こ
れ
は
、
企
業
の
内
部
留
保
を
ふ
や
す
た
め
の
累
進
的
租
税
償

却
で
あ
っ
て
事
業
投
資
甚
金
の
重
要
な
源
泉
に
な
っ
て
い
る
0

Ma, 

c
h
i
n
e
r
y
 a
n
d
 A
l
l
i
e
d
 P
r
o
d
u
c
t
s
 Institutes
の
回
乞
解
に
よ
れ
ば
、

ア
メ
リ
カ
の
工
業
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
控
除
は
、
な
お
年
内
七
〇

億
ド
ル
も
少
な
す
ぎ
る
と
主
張
す
る
。

(̂
"Realistic
D
e
p
r
e
c
i
a
,
 

tion 
P
o
l
i
c
y
 "
 1953, p. 7•Dewhuest, 

ibid 
p. 
47. 
4-5)

こ

の
よ
う
な
政
策
は
、
企
業
の
利
潤
率
低
下
を
政
策
的
に
補
整
す
る
た

め
の
、
会
社
利
澗
に
対
す
る
租
税
の
撤
廃
と
い
う
意
義
を
も
つ
。

(
8
)

前
注
(
9
)
が
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
初
期
に
お
け
る
保
守
派
の
主

張
を
揺
成
し
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
要
素
は
後
期
の
「
進
歩
派
」
の
政
策

と
し
て
こ
の
投
資
補
整
策
で
あ
っ
た
。
乗
数
と
加
速
度
原
理
を
組
み

合
せ
た
累
旗
過
程
に
「
挺
率
係
数
」

T
h
e
L
e
v
e
r
a
g
e
 Coefficient 

の
働
き
を
主
張
し
た

A
l
v
i
n
H
•
H
a
n
s
e
nの

F
i
s
c
a
lP
o
l
i
c
y
 

a
n
d
 B
u
s
i
n
e
s
s
 C
y
c
l
e
s
 1941. 
(
邦
訳
二
九

0
頁
以
下
）
は
そ
の

理
論
的
基
礎
を
提
供
す
る
。

(
9
)

こ
の
「
資
源
」
と
い
う
罪
叩
に
は
、
労
働
力
と
自
然
資
源
を
含
む
。

し
か
し
自
然
経
済
で
は
な
く
て
社
会
的
に
組
織
さ
れ
た
生
産
関
係
に

媒
介
し
、
そ
の
内
部
に
お
け
る
機
能
と
し
て
定
在
す
る
以
上
、
そ
れ

ら
は
例
え
ば
、
ヒ
ッ
ク
ス
の
定
義
の
よ
う
に
、
生
産
要
素
と
し
て
の

労
働
〔
力
〕
と
資
本
と
い
う
語
に
お
き
な
お
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

戦
后
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
市
場
構
造
（
瀕
尾
）

D
e
w
h
u
r
s
t
.
 ibid. 
p. 
3
4ー

5.

(10) 

(
1
1
)

一
九
五
三
年
に
は
、
総
国
民
生
産
高
で
、
一
九
四
四
年
の
戦
時

中
の
ピ
ー
ク
を
コ
ソ
ス
タ
ソ
ト
ド
ル
で
一
―

-
•
1
-％超
過
し
、
i
b
i
d
,

A
p
p
e
n
d
i
x
 4
1
2》

B
)

民
間
財
貨
・
用
役
生
産
は
七
七
％
超
過
し
た
。

(ibid, 
p. 
16).
更
に
一
人
一
時
間
当
り
産
出
高
の
平
均
増
加
率
は
、

一
九
二

O
I
一
九
二
七
年
に
は
、
年
に
ニ
・
八
％
で
あ
っ
た
の
に
対

し
一
九
四
七

i
一
九
五
二
に
は
一
＝
％
に
な
っ
て
い
る
。

(ibid,p・18)

(
1
2
)
P
a
u
l
 
M. S
w
e
e
z
y
 t!
、
k
e
y
n
e
s
が
不
完
全
屈
傭
の
理
論
に

お
い
て
、
「
技
術
的
変
化
」

technological
c
h
a
n
g
e

と
「
技

術
的
失
業
」

technological
u
n
e
m
p
l
o
y
m
e
n
t

の
問
題
を
無
視

し
て
い
る
と
批
判
し
、
ケ
イ
ソ
ジ
ア
ソ
に
と
っ
て
の
「
救
い
の
神
」
た

る
国
家
と
い
え
ど
も
所
与
の
社
会
構
成
体
に
お
け
る
「
役
者
仲
問
の

一
人
に
す
ぎ
な
い
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

(
S
·
E
•
H
a
r
r
i
s
;

^
：
T
h
e
 N
e
w
 E
c
o
n
o
m
i
c
s
"
,
 
P.108
邦
訳
第
一
分
冊
所
収
『
経
済

学
者
ケ
イ
ン
ズ
』
、
一
六
四
ー
五
頁
）

ま
づ
戦
后
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
消
既
者
市
場
の
構
造
に
つ
い
て
、
概

観
し
よ
う
。

(
1
)
 

第
一
に
、
可
処
分
所
得
の
趨
勢
は
、
第
九
表
の
ご
と
く
、
一
九
二
九
年

の
ピ
ー
ク
以
来
低
下
し
、
一
九
一
―
―
1
1一
年
に
は
、
最
低
(
-
―
―
―
-
•
七
彩
の
低

下
）
と
な
っ
た
が
、
一
九
三
九
年
に
至
っ
て
は
じ
め
て
一
九
二
九
年
の
水

3
 

九
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第 九 表

戦后におけるアメリカの市場構造（瀬尾）

I 個(B人ill所io得n)| 可（B処il分lio所n得） 個牧人雷所得処謬分所得晶 総(B生i産lli高on)a1水消費準者指価数格

1929 I 120.2 I 116.9 990 I 960 I 157.8 I 70.8 
1933 91.9 89.2 730 710 113.0 50.7 

1934 99.1 96.1 780 760 124.8 53.7 

1935 108.9 105.5 860 830 135.7 55.0 

1936 122.8 118.7 960 930 154.2 55.7 

1937 128.0 123.0 990 950 161.4 57.8 

1938 120.9 115.9 930 890 154.0 56.5 

1939 129.6 125.4 990 960 167.5 56.0 

1940 138.3 133.7 1,050 1,010 183.4 56.6 

1944 I 215.7 | 191.2 I 1,560 | 1,380 I 288.0 I 76.9 
1947 202.8 179••9 1,410 1,250 254.4 94.2 

1948 211.0 189.7 1,440 1,290 263.2 99.3 

1949 210.1 191.0 1,410 1,280 264.3 98.0 

1950 226.7 205.8 1,490 1,360 286.8 100.0 

1953 I 254.o I 221.3 I 1,590 I 1,390 I 327.9 I 111.0 I 
Source, " America's Needs" Table 30, p. 89. a.—ibid, 
Appendix 4-2 Table B. 1950 priceによる。

九

準
を
凌
駕
し
、
戦
争
中
を
通
じ
て
上
昇
を
続
け
た
が
、
一
九

四
四
年
に
は
、
戦
時
中
の
。
ヒ
ー
ク
（
一
九
二
九
年
の
六
一
―
-
・

五
％
増
）
と
な
っ
た
。
そ
の
後
減
衰
し
た
が
一
九
二
九
年
の

水
準
以
上
ほ
維
持
し
、
一
九
四
七
年
を
最
低
と
し
て
再
上
昇

し
、
一
九
五

0
年
（
一
人
当
り
で
は
一
九
五
三
年
）
に
至
っ

て
一
九
四
四
年
の
ビ
ー
ク
を
凌
駕
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
問

一
九
四
二
年
ー
一
九
五
三
年
に
お
い
て
は
、
一
九
二
九
年
の

水
準
を
五
四
％
l
八
九
彩
（
一
人
当
り
で
は
一

110*~四
五

彩
ー
こ
の
よ
う
な
趨
勢
の
開
き
は
、
そ
の
問
隙
が
就
中
社
内

留
保
利
潤
に
よ
っ
て
吸
収
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
）
上
廻

っ
て
い
る
。
こ
の
表
現
と
し
て
所
得
者
階
層
別
の
比
重
は
第

-
0表
の
よ
う
に
変
化
し
た
。
す
な
わ
ち
、
三
千
ド
ル
以
下

の
低
所
得
者
層
は
、
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
一
九
五

0
年
に

お
い
て
は
な
お
、
戦
時
中
の
（
一
九
四
四
年
の
逓
減
傾
向
11)

所
得
上
向
傾
向
を
恢
復
し
え
て
い
な
か
っ
た
。
一
九
四
四
年

の
低
所
得
者
減
衰
程
度
に
接
近
す
る
の
は
一
九
五
一
ー
一
年
に
な

っ
て
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
第
二
次
低
界
大
戦
は
ア
メ

リ
カ
に
お
け
る
低
所
得
階
層
を
減
少
し
、
中
産
層
（
三
千
ド

ル
以
上
）
と
高
所
得
層
を
増
大
せ
し
め
た
の
で
あ
っ
た
。
お

な
じ
現
象
は
、
戦
后
に
は
朝
鮮
戦
争
の
後
に
お
い
て
起
っ
た
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、

こ
の
よ
う
な
、
戦
争
中
を
遥
じ
て
の
絶
対
的
な
消
費
者
の
地

、
、
、
、

位
の
向
上
こ
そ
、
ア
メ
リ
カ
経
済
の
「
強
靭
な
底
」
を
不
況
に
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第

゜
表

所得階層
個人所得階層別消1費95者0単D位ollのarパs.ーセンテージ配分

1935-
I | | I 1936 1941 1944 1950a 1953b 

1.000ドル以下
19.:5l ' 15.ll 7.31 13.l 10. l 1.000~1.999 29. 69.4 19.9 53.5 13.7 36.5 17. 49. 13. 37. 

2.000~2.999 20. 18.5 15.5 19. 14. 

3.000~3.999 12.3 15.7 17.6 19. 16. 

4.000~4.999 7.3 12.3 14.7 12. 16. 

5. 000~7. 499 6.7 12.0 18.4 

I 

14. 20. 

7.500~9.999 1.8 3.2 7.0 3. 6. 

10.000ドル以上 2.5 3.4 5.8 3. 5. 

ムロ 計 I 100. I 100. I 100. I 100. | 100. 
Source, ibid. Table 31. p. 92. 

第

a. b.は本文中より作成。

表

Source; ibid, Table 33, p. 103. 

戦后におけるアメリカの市場構造（瀬尾）

1 消費支出のグループ別パーセンテージ配分

＼総計i翡クハコ： I衣その料他1住その他宅 1鰐事塁輸消潰者送医保療健 区ョソル教育 宗淳教生

' 
1929 100 28.9 14.8 18.0 16.2 9.9 3.7 4.8 1.5 1.8 

1933 100 27.6 12.8 22.6 15.7 8.9 4.4 4.0 1.8 1.9 

1939 100 31.2 13.6 17.6 15.4 9.6 4.3 4.4 1.6 1.6 

1944 100 37.2 17.6 14.4 12.7 6.0 4.4 4.3 1.5 1.6 

1949 100 35.0 13.7 13.5 14.2 11.2 4.3 5.1 1.6 1.1 

1952 100 35.6 12.5 14.6 14.2 11.0 4.4 4.8 1.6 1.1 

そ
れ
は
梢
喪
支
出
の
型
の
高
度
化
と
な

っ
て
現
象
す
る
。
第
十
一
表
の
如
く
、

戦
前
よ
り
増
加
し
て
い
る
も
の
は
、

H

食
料
・
欽
料
・
ク
バ
コ
類
、
口
輸
送
、

国
リ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ソ
で
あ
っ
て
、

H

は
、
酪
農
製
品
、
卵
、
肉
類
、
及
び
柑

(

2

)

(

3

)

 

橘
類
の
増
加
及
び
脂
肪
質
の
増
加
、
ロ

は
、
自
家
用
自
動
車
の
著
増
（
一
九
二

九
年
の
五
八
億
ド
ル
か
ら
一
九
五
二
年

(
4
)
 

の
一
九

0
億
ド
ル
ヘ
）
と
国
内
航
空
輸

送
の
発
展
（
一
九
四

0
年
の
一
〇
像
マ

イ
ル
か
ら
一
九
五
三
年
の
一
四
二
低
マ

(
5
)
 

イ
ル
ヘ
）
国
は
競
馬
・
販
売
機
純
益
、

ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
セ
ッ
ト
及
び
修
理
、

菩
音
機
等
の
楽
器
、
ス
ボ
ー
ツ
設
備
r

(
6
)
 

玩
具
、
写
真
な
ど
の
増
加
に
よ
る
も
の

で
文
化
的
生
活
水
準
の
向
上
を
示
す
。

そ
れ
は
、
家
庭
に
お
け
る
電
気
設
備
使

用
の
増
大
と
な
っ
て
も
現
れ
て
い
る
の

対
し
て
支
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、

九
四
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(
5
)
 

戦
后
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
市
場
構
造
（
瀬
尾
）

ibid. 
T
a
b
l
e
 109. 
p. 
2
6
5
 

(
4
)
 
ibid. 
T
a
b
l
e
 
118. p. 
2
7
2
 

3
)
 
ibid. 
T
a
b
l
e
 3
3
0
.
 
p. 
7
8
5
 

2
)
 
ibid. 
T
a
b
l
e
 44. 
p. 
1
3
1
 

旦
滓

9
浬
芍
1
1
宝

A
F
f
寧
ー
｛
一
写

A
毀

9
囲
怜
＋
廷
圭
沖
芦
常
咄
―
-
+
＋
廷
玉
禁
顎
沖
圧
＋
ホ

S
吉

宝
＞
遥
寧
1
1
回
汗
浬
寧
ー
即
芹
弔
嘴
ー
爵
芹
翌
翌
立
1

芦
沙
茅
落

茎
囲
邪
寄
舟
蔀
誤
1
1
部
薗
罪
庶
恙
ま
ー
燦
封
芸
埠

回
冗
渫
寧
1
1
茎
回
洒
き
合
蹄
哀
ー
亘
落
景
燐
毀
ー
ギ
〇
｛
匿
（
怜
器

．． ー．． 
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
。

で
あ
っ
て
、
電
気
冷
蔵
庫
所
有
家
庭
は
、
―
二
九
九
年
に
比
し
て
一
五
九

二
年
は
、
九
倍
に
、
電
気
洗
濯
機
は
ニ
・
三
倍
、
電
気
レ
ソ
ヂ
は
六
倍
に
、

増
大
し
て
い
る
。
（
こ
れ
は
送
電
家
庭
の
八
九
彩
・
七
六
飴
・
ニ
四
形
に

(
7
)
 

あ
た
る
。
）
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
消
費
市
場
に
お
け
る
耐
久
財
の
比
重
の

（
第
十
一
一
表
）
こ
の
よ
う
に
、
絶
対
的
に

増
大
と
な
っ
て
現
れ
て
い
る
。

は
、
消
皮
生
活
市
場
の
高
度
化
が
ア
メ
リ
カ
経
済
の
兼
気
循
現
に
お
け
る

本
書
に
お
け
る
「
個
人
所
得
」
、
「
可
処
分
所
得
」
の
概
念
は
次
の

「岳竺
tiifh
氏
）

(ibid. 
T
a
b
l
e
 2
9
.
 
p. 
8
2
)
 

一
の
「
強
靭
な
底
」
を
形
造
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

p. 
1041. 

と
こ
ろ
で
次
に
、

支
出
と
の
関
聯
に
お

九
五

い
て
考
察
し
よ
う
。

第
十
三
表
の
ご
と
く

総
国
民
的
生
産
高
1
1

(
8
)

、
、
、

総
国
民
的
支
出
に
お
い
て
、
個
人
的
消
喪
支
出
の
比
重
は
相
対
的
に
低
下

し
つ
つ
あ
る
。
他
方
民
問
生
産
設
備
支
出
は
、
一
九
二

0
年
代
の
好
況
期

の
水
進
以
上
に
総
生
産
高
1
1
支
出
に
対
す
る
比
重
を
増
大
し
つ
つ
あ
り
、

一
九
四
八
年
、
一
九
五

0
年
に
お
い
て
は
一
九
二
九
年
の
比
重
を
追
い
越

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
稔
国
民
的
支
出
市
場
の
横
成
に
お
い
て
ほ

、
、
、
、
、

相
対
的
に
は
個
人
的
消
費
財
市
場
の
比
重
が
盗
本
財
市
場
の
比
璽
に
対
し

こ
の
よ
う
に
絶
対
的

に
増
大
し
つ
つ
あ
る
第

消
費
支
出
を
、
査
本

p
e
n
d
i
x
 
8-1. 

p. 
3
6
6
`
3
6
8
 

(

7

)

 

ibid. 
A
p
'
 

b
l
e
 1
6
1
,
 1
6
2
 

6
)
 
i
b
i
d
.
T
a
,
 

表

個人的消費支出

総計 i耐久財 非耐久財 i用役

1945 
155 I 10. I 95.1 50. 

1949 184.5 24.3 100.6 59.6 

比 I 1.191 2.43 I 1.061 1.19 
1949/1950 

1953 I 206.5 I 27.1 I 110.8 I 68.6 

1953比/1949 | 1.331 2.71 | 1.171 1.37 

1950 dollar (billion) 

Source, ibid. Table 9. p. 25. 
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第

表

総生国3産民酌盛
^ ^ ＾ ^ ＾ 2 3 4 5 6 

個消費、人-支的出 総支資‘本財出 民設問‘ー生ノ産備 共開発企ッ業及建び設公 消建 費ヽ築 者物

1923 81.6 57.8 14.7 8.0 1.3 5.3 

1929 103.8 78.8 17.7 10.7 2.0 4.8 

1933 55.8 46.3 4.9 2.6 1.5 0.7 

1939 91.3 67.5 13.2 6.3 3.0 3.7 

1944 213.7 111.6 10.8 7.4 1.9 1.3 

1949 258.2 180.6 42.8 26.0 4.5 11.9 

1952 348.0 218.1 59.0 35.6 6.7 15.9 

A. 
^.  --←． 

Billions at Current dollar; Source, ibid. 1 ~ 2 Appendix 4-2 table A. 
. -—←.、

へ^^ ＾ なお 3=4+5+6
‘ ‘ ‘ーノ ‘ 

.—. ^ 
3 ~ 6 Appendix 4.-8. p. 1009-1014. 
•一”`—→

戦后におけるアメリカの市場構造（瀬尾）

＾ ＾ ＾ 
ヘ

＾ ＾ 
2 3 4 5 6 

1 芸 XlOO 号 XlOO ~XlOO ~ヘXlOO 芸 XlOO
ヽ

1 1 ↑※  1 1 
、一‘’ ‘-／' ‘‘ノ 、一ノ ヽ

1923 100.0 70.8 a 9.4 a a 

1929 100.0 75.9 17.1 10.3 1.9 4.6 

1933 100.0 83.0 8.8 4.6 2.6 1.3 

1939 100.0 73.9 14.4 6.9 3.3 4.1 

1944 100.0 52.2 5.1 3.5 0.9 0.6 

1949 100.0 69.9 16.6 10.1 1.7 4.6 

1952 100.0 62.7 17.0 10.2 2.0 4.6 
＇ 

B. 

note;※1923~1928=8. 9%~9.5% 1948=10. 7% 1950=10.6形
/r  

(Source, ibid. Table 211. p. 471) aは， 1923の12の資料が1929と相異す
‘ーノ‘-ノ

るために算出できない。

で
は
こ
の
よ
う
な
査
本
財

あ
る
趨
勢
を
も
の
が
た
る
も

の
で
あ
る
。

て
低
下
し
つ
つ
あ
る
も
の
と

時
生
産
の
時
期
で
あ
っ
た
一

九
四
四
年
の
欄
を
捨
象
し
て

み
る
と
よ
り
は
っ
き
り
す
る
。

こ
の
事
実
こ
そ
は
戦
后
の
危

大
な
総
国
民
的
生
産
舌
回
の
増

大
す
る
部
分
が
、
衰
本
財
市

場
に
よ
っ
て
吸
収
さ
れ
つ
つ

支
出
の
内
容
に
立
ち
入
っ
て

検
討
し
よ
う
。
衰
本
財
市
場

の
う
ち
で
も
っ
と
も
璽
要
な

も
の
は
民
問
生
産
設
備
で
あ

る
が
、
そ
の
物
盤
の
増
大
は

工
学
の
進
歩
に
よ
る
よ
り
能

う
。
こ
の
こ
と
は
民
問
市
場

の
抑
制
せ
ら
れ
た
異
常
な
戦

い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

九
六



“•O, 

(
9
)
 

率
的
な
設
備
へ
の
堂
換
を
基
動
と
す
る
。
す
な
わ
ち
盗
本
財
支
出
形
成
の

発
展
は
内
包
的
で
あ
っ
て
工
場
施
設

P
l
a
n
t

に
対
す
る
支
出
比
率
は
漸

減
し
て
い
る
が
、
設
備
支
出

e
q
u
i
p
m
e
n
t
e
x
p
e
n
d
i
t
u
r
e
 ~
漸
増
し
て

(10) 

い
る
の
で
あ
っ
て
、
（
第
十
四
表
）
全
体
と
し
て
の
民
問
設
備
支
出
の
上

向
は
後
者
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
新
投
姿
は
姿
金
の
利
用
度
と

(11) 

実
現
さ
れ
た
純
収
益
と
共
に
、
何
よ
り
も
「
未
来
の
利
潤
の
期
待
」
に
よ

っ
て
条
件
づ
け
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
戦
后
に
お
け
る
「
延
期
さ
れ
た

需
要
」
の
殺
到
に
よ
る
買
手
市
場
が
、
既
に
消
減
し
た
と
い
う
市
場
条
件

に
対
応
す
る
た
め
の
、
利
潤
確
保
・
コ
ス
ト
の
切
り
下
げ
と
い
う
要
請
の

、
、
、

な
か
で
、
設
備
投
賓
は
「
近
代
化
」

m
o
d
e
r
n
i
z
a
t
i
o
n
の
指
向
を
も
つ
も

(12) 

の
で
あ
る
。
「
近
代
化
」
は
い
わ
ゆ
る
技
術
の
イ
ノ
ヴ
ェ
ー
シ
ョ
ン
と
結
合

し
て
減
価
償
却
を
高
率
化
短
期
化
し
、
そ
の
生
産
性
を
増
大
せ
し
め
、
設
備

更
新
を
早
期
化
し
て
、
投
姿
財
市
場
に
対
す
る
需
要
の
独
立
的
な
刺
戟
要

因
と
な
り
、
こ
う
し
て
投
燦
財
市
場
を
拡
張
せ
し
み
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ

で

D
e
w
h
u
r
a
t
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
、
民
問
総
生
産
高
の
ま
す
／
＼

増
大
す
る
部
分
が
生
産
設
備
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る
と
い
う
投
姿
財
市
場

拡
張
化
の
趨
勢
さ
え
な
お
満
足
し
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
民

問
生
産
設
備
支
出
は
あ
き
ら
か
に
そ
の
「
巨
大
な
最
に
も
拘
ら
ず
過
去
の

(13) 

標
進
に
照
し
て
甚
し
く
大
き
い
よ
う
に
み
え
な
い
。
」
一
九
一
―

10年
代
の

不
況
期
と
戦
時
中
を
通
し
て
菩
積
さ
れ
た
手
持
演
金
を
考
慮
す
る
と
戦
后

の
支
出
は
む
し
ろ
「
お
ど
ろ
く
べ
く
低
い
」
よ
う
に
み
え
る
と
い
う
の
で

、
、
、
、
、

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
見
解
は
ま
さ
に
投
資
財
市
場
こ
そ
が
、
消
費
財
市
場

の
相
対
的
狭
溢
化
と
い
う
市
場
問
題
に
お
い
て
占
め
る
直
要
な
地
位
を
表

戦
后
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
市
場
横
造
（
瀬
尾
）

現
す
る
も
の
で
あ
る
。
（
総
国
民
的
生
産
高
に
対
す
る
民
間
消
喪
支
出
の
比

重
の
推
移
を
考
え
よ
。
）
本
書
に
従
え
ば
、
投
資
支
出
に
対
す
る
基
礎
的

要
素
と
し
て
、
日
人
口
•
生
活
水
準
•
国
民
所
得
の
変
化
（
未
来
の
消
費

支
出
に
影
響
す
る
も
の
と
し
て
の
）
、
口
技
術
と
生
産
物
及
び
工
業
立
地

(14) 

の
変
化
、
国
公
共
開
発
政
策
、
社
会
政
策
、
財
政
政
策
の
変
化
が
挙
げ
ら

れ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
こ
の
よ
う
な
消
費
財
と
投
査
財
に
対
す
る
民
問
市

場
を
補
整
す
る
も
の
と
し
て
の
財
貨
・
用
役
に
対
す
る
政
府
支
出
に
関
す

る
資
料
を
検
討
し
よ
う
。

(
8
)

生
産
1
1
供
給
面
を
、
消
費
1
1
需
要
面
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
見
地
か

ら
い
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
算
式
が
成
立
す
る
。

(ibid.
p. 7
9
.
)
 

(
9
)

工
学
の
変
化
は
「
大
勢
の
労
慟
者
を
配
置
し
た
比
較
的
に
簡
単

な
機
械
が
、
少
数
の
も
し
く
わ
人
間
の
監
督
な
し
に
、
途
方
も
な
い

第一四表

民問総生産高に対する民
間企業の設備支出のパー
セソテージ

工場及 1工場設備equi
び設備 plant 1_pment 

九七

1915 7.4 3.1 
4.2 I 1917 9.0 3.0 6.0 

1919 7.7 2.5 5.2 
1920 8.5 3.1 5.3 
1922 7.1 3.0 4.1 
1925 8.4 3.6 4.8 
1929 9.4 4.0 5.5 
1933 4.2 1.4 2.9 
1937 7.8 2.0 5.7 
1938 6.4 1. 7 4.8 
1941 7.6 2.0 5.6 
1943 2・.s 0.5 2.3 
1948 10.2 2.8 7.4 
1949 9.8 2.7 7.2 
1950 10.0 2.6 7.4 
1953 10.0 3.0 7.0 

Source; ibid. Figure 63, p. 481. 
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(13) 

(

1

4

)

 

(
1
2
)

例
を
製
造
工
業
に
よ
る
と
、
第
二
次
大
戦
直
后
に
お
い
て
は
、

工
場
の
拡
張
、
設
備
の
附
加
に
対
す
る
拡
張
投
資
的
な
資
本
支
出
が

殆
ど
で
あ
っ
た
が
、
一
九
五
二
年
に
は
、
近
代
化
に
対
す
る
支
出
と
相

手
ば
し
、
一
九
五
三
年
に
は
、
施
設
の
拡
張
よ
り
も
現
在
施
設
の
近
代

化
に
対
す
る
支
出
が
よ
り
多
く
な
っ
た

M
a
c
G
r
a
w
,
H
i
l
l
survey 

(
1
9
5
4
)

に
よ
れ
ば
、
一
九
五
五
年
ー
一
九
五
七
年
を
通
じ
て
、
施
設
投

資
の
約

3
-
5
は
近
代
化
に
向
け
ら
れ
る
と
し
て
い
る
(
i
b
i
d
.
p. 4
8
7
)
 

(11) 
日
の
人
口
増
加
に
対
し
て
は
一
九
五

O
I六
0
年
に
一
六
形
の

戦
后
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
市
場
構
造
（
瀬
尾
）

大
量
を
産
出
す
る
複
雑
な
機
械
へ
の
途
を
与
え
た
。
」

(
i
b
i
d
.
p. 4
7
2
)
 

こ
れ
は
理
論
的
に
は
、

C-
＞
の
増
大
を
、
す
な
わ
ち
有
機
的
構
成

の
高
度
化
を
い
み
す
る
。

(
1
0
)

第
一
に
、
工
学
の
変
化
が
、
一
た
び
建
設
せ
ら
れ
た
工
場
施
設

に
つ
い
て
、
そ
の
設
備
を
物
理
的
の
み
な
ら
ず
技
術
的
に
も
、
よ
り

早
期
の
廃
類
に
み
ち
び
く
ゆ
え
に
、
第
二
に
、
建
設
コ
ス
ト
の
設
備

コ
ス
ト
よ
り
以
上
の
上
昇
の
ゆ
え
に
、
（
一
九
二
九
年
に
対
し
、
一

九
五
二
年
に
は
、
建
設
コ
ス
ト
は
約
ニ
・
五
倍
、
設
備
コ
ス
ト
は
一

・
八
倍
の
上
昇
）
こ
う
し
た
現
象
が
生
じ
る
。

(
i
b
i
d
.

p. 
4
7
3
.
)
 

さ
ら
に
、
よ
り
高
価
な
設
備
へ
の
変
更
と
価
格
騰
貴
を
考
慮
し
て
も

な
お
か
つ
設
備
支
出
の
増
加
の
大
部
分
は
、
「
生
産
設
備
の
物
量
の

巨
大
な
増
大
」

(
i
b
i
d
.

p. 
4
7
5
)
 
J,l
よ
る
も
の
で
あ
る
。

i
b
i
d
,
 
p. 
4
7
4
.
 

i
b
i
d
,
 
p. 
4
8
4
.
 

4
 

増
加
を
見
込
み
、
（
こ
れ
は
た
だ
拙
象
的
な
一
応
の
目
途
を
与
え
る
に

す
ぎ
な
い
こ
と
は
前
に
批
評
し
た
）
、
口
の
技
術
の
変
化
に
つ
い
て
は
、

電
子
工
業
、
音
波
利
用
通
信
の
発
展
、
耐
熱
・
耐
腐
蝕
合
金
、
ジ
ェ

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ド
・
オ
ク
ッ
デ
イ
ゼ
9
ジ
ョ
ッ

ッ
ト
推
進
・
化
学
処
理
法
（
水
素
処
理
•
石
炭
石
油
の
酸
化
処
理
法
）

の
進
歩
、
生
化
学
処
理
法
・
工
業
化
学
の
発
展
に
よ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
・
合
成
ゴ
ム
・
合
成
繊
維
の
改
良
、
原
子
ェ
ネ
ル
ギ
ー
と
核
分
裂

生
産
物
の
医
薬
や
動
力
生
産
へ
の
適
用
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
さ
ら
に

イ
ロ
セ
ス
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

自
動
統
釈
や
新
科
学
器
具
、
計
算
器
な
ど
の
発
展
が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。
後
者
は
い
わ
ゆ
る
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
企
業
合
理
化
に

広
汎
な
影
響
を
及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
。
国
の
公
共
政
策
に
つ
い
て
は
、

保
護
関
税
、
工
業
立
地
に
関
聯
す
る
地
方
税
の
減
免
、
迎
河
水
路
の

発
展
、
電
気
・
鉄
道
・
船
舶
に
対
す
る
補
助
金
、
河
城
開
発
・
公
共

建
物
の
拡
張
・
社
会
保
悴
制
度
の
拡
充
・
「
減
価
償
却
控
除
」
の
高

率
化
、
税
金
の
引
下
げ
、
が
上
げ
ら
れ
る
。

政
府
支
出
は
、
消
費
市
場
と
投
衰
市
場
の
双
方
に
わ
た
る
も
の
で
あ
る

が
、
両
者
に
対
す
る
政
府
の
経
済
的
機
能
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
は
、
社

会
的
分
業
と
競
争
に
も
と
づ
く
民
間
企
業
が
、
経
済
の
自
動
的
調
整
機
能

に
依
存
し
え
な
く
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
経
済
に
対
す
る
政
府
の

(
1
)
 

地
位
は
、
第
一
五
表
に
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
総
国
民
的
生
産
高
に
対

す
る
政
府
支
出
は
一
九
一

1-0年
代
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
期
の
比
重
を
は
る

か
に
上
廻
っ
て
い
る
。
財
貨
。
用
役
購
買
に
お
け
る
政
府
支
出
の
成
長
率

九
八
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戦
后
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
市
場
構
造
（
瀬
尾
）

九
九

ほ民間のそれを制して飛躍的なものであった。（第一六表）しか

しながら、そのうちの政府賓本設備支出の総姿本設備支出に対

して有する比重は、一九一―10年代よりは下廻っている。もっとも

一九五三年にはかなりの上昇傾向を辿っているとはいえ。なお

政府による投資支出の性格は、民間投査支出の動向と反対に、
、、、、

設備支出に比しての建設支出の比重の大きさが注目せられる

（第十七表B)。それと共に扉傭者の公共部門における比重も増

大をみてをり（第一八表）、これらの点で政府投資のもつ、一屈傭

拡張的な意義が明らかになる。すなわち、民間投資が内包的な

設備の近代化ー雇傭に対する固定褒本及び原料消費の技術的・

有機的比率の高度化を、こうして投斑財市場の拡大をもっぱら

指向しているとすれば、政府投淡はそこから生ずる一屈傭問題の

吸収に、能動的な役割を果そうとするもの、外延的発展を指向

するもの、ということができる。もちろんこの建設支出は全政

府資本支出における比重の上で、戦前に比しては頭打ちの水準

にあることが同時にいえるのであって、ここに趨勢としてみた
(2)(3) 

場合の重要な問題が存在するのであるが。（第一七表）

(1)政府支出の楷成は、日財貨・用役の購買、い建設及び

資本設備（民間）、回その他の財貨及び用役（軍事設備、州

政府による設備支出をふくむ）口移転支払、国純利子払、

四補助金マイナス政府企業の剰余からなる。

了 総的国民 (2)政悶府
高総的生国の民産形

(3)政府に
総姦査本 T による よる民間購資

出の ^ ＾シの総生産政府ツ支出計高生の産形 貨・用 本買設備の
の購買 3-3高の彩

1913 3.la 7.7 

1929 10.2 9.8 8.5 8.2 2.6 15.4 6.0 

1933 10.6 19.0 8.0 14.3 1.7 39.6 11.3 

1939 17.3 18.9 13.1 14.3 3.8 28.5 10.2 

1942 64.0 39.0 59.7 37.0 5.8 39.7 33.3 

1944 103.1 48.2 96.5 45.1 2.3 21.3 44.1 

1947 44.0※ 20.6 28.6 12.3 3.5 10.1 10.8 

1950 61.4 21.4 42.0 14.7 7.3 14.0 12.1 

1952 94.4 27.1 77.5 22.3 10.1 17.2 19.4 

第 五 表

＾ Current billions Dollar ~こよる。注 1 参照
‘-ノ

Source; ibid, Appendix, 4-1. p. 954-957. ％は算出

a. Table 244, p. 595. ※は戦后最低の時点を示す。

＾ ^  2-3には防衛支出が含まれ，その大部分を占める。
‘‘-ノ
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部
の
電
力
会
社
は

M
.
V
.
A
の
公
共
企
業
計
画
に
反
対
す
る
し
、

銀
行
協
会
が
「
プ
レ
ト
ソ
•
ウ
ッ
ヅ
案
」
に
反
対
し
た
等
々
。
こ

こ
に
政
府
に
よ
る
投
資
支
出
の
も
つ
限
界
性
の
奥
底
の
意
味
が
あ
る

に
実
現
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
例
え
ば
中
西

ア
メ
リ
カ
ン
・
マ
ル
キ
ス
ト
に
よ
る
ケ
イ
ソ
ズ
派
の
政
策
に
対

す
る
反
対
の
主
要
な
根
拠
は
、
ケ
イ
ン
ズ
的
な
公
共
投
資
政
策
が
、

特
殊
な
利
害
関
係
を
も
つ
企
業
グ
ル
ー
プ
の
反
対
に
よ
っ
て
政
治
的

(

2

)

 

六表

i ^ ＾ i ↓ 3 
1929~ 1952 I 1913~ 1952 

1 の増加率96 の増加率％

総国民的生産高 176 770 

政府の財貨•用役の購入 396 I 2945※ 

民間部門の ” '， 157 I 557 

第

←ー一、 ←一、

Source; ibid. 1 p. 577, 2 Appendix 4-2, 、-、-Table A; Table 244.に従って算出，※は政府総

支出の額， currentdollarによる。

第一七表

I ^ 政良盗本支＾出 ＾ 

↓ i I i I ~ 
全資本支出建設支出土地建物購買設備支出

1913 I 3.09 I 2.60 I 0.27 I 0.21 

1932 I 7.54 I 6.06 I 0.62 I 0.87 

1942※ 33.93 I 8.57 I 5.56 I 19.80 

1950 I 11.90 I 6.77 I 0.58 I 4.55 

戦
后
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
市
場
構
造
（
瀕
尾
）

A 

よ
う
で
あ
る
。

(P.M. 
S
w
e
e
 

P
.
1
8
5
)
 

(
3
)
T
r
a
c
b
a
t
,
 

九
年
と
一
九
五

四
年
の
「
部
分
恐
慌
」
を
一
時
的
局
部
的
に
止
め
た
―
つ
の
支
柱
を

国
家
財
政
と
結
び
つ
い
た
信
用
の
安
帯
性
に
求
め
て
い
る
。
（
「
資
本

主
義
経
済
の
軍
事
化
と
再
生
産
」
「
世
界
経
済
評
論
」
一

0
月
号
訳
載
）

通
貨
•
投
機
・
信
用
（
消
費
者
信
用
を
含
め
て
）
面
で
の
国
家
の
役

割
も
か
か
る
意
味
で
重
視
す
べ
き
特
質
で
あ
る
。

な
お
こ
こ
で
、
対
外
取
引
に
つ
い
て
附
言
し
よ
う
。
第
一
九
表
の
ご
と

く
合
衆
国
の
経
常
貿
易
収
支
は
、
経
済
全
体
に
と
っ
て
重
要
性
を
有
し
な

^ 1 ̂  ＾ ^ 2 | 3 4 
1,=100 妥X100 →<—XlOO l*XIOO 

、- と 1↓ ↓ 

1913 I 100 I 84.1 I 9.1 I 6.8 

1932 I 10') I 80.4 I 8.1 I 11.5 

1942※ 100 I 25.3 I 16.3 I 58.4 

1950 I 100 I 56.9 I 4.9 I 38.2 

B 

Source; ibid, Table 260. p. 623. Bは算出

1950 cost levels, billion dollar, 

※は戦時生産における異常な状況を示す。

1
0
0
 

れ
ば
、
一
九
四

e
n
 b
e
r
g
に
よ

K
l
e
i
n
 ibid. 

1
9
5
3
.

邦
訳
一

四
四
頁
以
下
、

H
i
s
t
o
r
y
 

z
y
 "
T
h
e
 

P
r
e
s
e
n
t
 a
s
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い
。
む
し
ろ
そ
れ
は
他
国
経
済
に
と
っ
て
重
要
な
の
で
あ
っ
て
、
国
際
経

済
関
係
上
に
占
め
る
地
位
は
翫
要
で
あ
る
が
（
第
二

0
表
）
、
ア
メ
リ
カ
経

済
自
身
に
と
っ
て
は
永
山
の
一
角
ほ
ど
の
比
重
し
か
占
め
な
い
も
の
で
あ

る
。
そ
の
間
に
民
間
長
期
査
本
の
流
出
は
や
や
増
加
し
（
第
ニ
―
表
）
、
そ

の
特
色
と
し
て
民
問
海
外
直
接
投
資
は
製
造
業
と
石
油
つ
い
で
鉱
山
・
製

(
2
)
 

錬
業
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
、
新
規
投
査
よ
り
も
在
外
企
業
に
対
す
る
再

(
3
)
 

投
資
の
比
重
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
一
九

五
二
年
に
お
け
る
長
期
資
本
の
純
流
出
は
カ
レ
ン
ト
・
ド
ル
で
国
民
所
得

の
0
•
六
％
弱
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
贈
与
の
よ
う
な
ゼ
ロ
の
補
整
を
含

戦
后
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
市
場
構
造
（
瀬
尾
）

第一八表

完全時間就労被

＾ ＾ と 2, I. 
総計民間政『

1929 I 34.9 I 32.1 I : 

1932 I 26.2 I 23.3 I : 

1942 I 46.5 I 37.7 I 1 

1950 I 47.5 I 40.9 I 6.6 I.75 

A 

Source, ibid, Table 253, million, 

へへ rへ、
ヘ 2 I 3 I 4 
1=100 亨—XlOO ー三— XlOO 全く XlOO
ヽ

1 I 1 I 2 
‘ヽノ ‘ ‘ 

1929 I 100.0 I 92.0 I 8.0 I 1.3 

1932 I 100.0 I 88.9 I 11.1 I 1.7 

1942 I 100.0 I 81.5 I 18.5 I 1.5 

1950 I 100.0 I 86.1 I 13.9 I 1.8 

19~ I 100. I 85_._ | 15. I 
B 

a, Sousce, ibid, p. 577. 

1
0
 

む
ゆ
え
に
国
際
収
支
に
入
り
こ
ま
な
い
も
の
と
し
て
重
要
な

(
4
)
 

も
の
に
、
対
外
援
助
が
あ
る
。
対
外
援
助
の
国
民
所
得
に
対

す
る
比
率
は
第
二

1

一
表
の
通
り
で
あ
っ
て
、
軍
事
援
助
の
比

重
の
増
大
が
み
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
注
目
を
ひ
く
ほ
か
は
、

国
民
所
得
に
対
し
て
占
め
る
比
重
が
と
く
に
大
き
な
も
の
と

い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
対
外
援
助
と
民
問
長
期
斑
本
の
純

流
出
を
加
算
す
る
と
、
そ
の
国
民
所
得
に
対
し
て
占
め
る
意

味
は
い
く
ら
か
大
き
く
な
る
が
、
そ
れ
で
も
な
お
か
つ
ア
メ

リ
カ
経
済
自
身
に
対
す
る
か
ぎ
り
、
若
干
の
文
献
か
ら
類
推

さ
れ
る
よ
う
な
「
死
活
に
か
か
わ
る
」
程
の
規
模
に
は
逹
し

（邑

て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ア
メ
リ
カ
経
済
に
お
け

る
対
外
市
場
の
比
霊
は
、
そ
れ
な
し
に
は
ア
メ
リ
カ
経
済
体

制
が
内
部
的
に
崩
壊
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
、
と
い
っ
た
た
ぐ

、
、
、
、
、

い
の
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
政
府
に
よ
る
対
外
援
助

(11国

家
資
本
）
支
出
が
民
間
衰
本
の
純
流
出
を
は
る
か
に
上
廻
る
（
三
ー
四
倍

に
達
す
る
）
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
著
し
い
現
段
階
の
特
徴
が
み
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に

D
e
w
h
u
r
s
t
の
い
う
よ
う
に
、
西
欧
諸
国
の
経
済

的
地
位
の
改
善
が
ア
メ
リ
カ
の
経
済
援
助
の
必
要
を
圧
縮
す
る
に
つ
れ
、

経
済
渫
助
は
切
り
さ
げ
ら
れ
、
北
大
西
洋
条
約
機
構
(
N
A
T
o
)
及
び
国

迎
軍
隊
の
装
備
の
た
め
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ジ
ア
に
対
す
る
軍
事
援
助

、
、
、
、
、

の
性
格
に
切
り
か
え
ら
れ
、
こ
う
し
た
形
で
、
一
定
程
度
の
国
内
市
場
の

(
6
)
 

補
足
の
役
割
を
果
し
つ
つ
あ
る
。

(
1
)

証
券
投
資
は
、

H
主
に
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
外
国
証
券
の
購
買
で
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第一九表

1929 

1952 

輸出可能財一貨の生産に対する
輸出額の比煎 96 

9.8 

8.8 

総国民的生産高に対する
輸入高の比重 ％ 

4.2 

3.1 

Source; ibid, Table 280, p. 673. 

第

゜
表

疇貿易の彩としての合衆国貿易

入！輸
1 総計 I製造品 I原生産物 総計 I製造品

1901-1905 I 8.1 I 6.7 I 8.9 I 13.1 I 8.0 

1926-1929 I 12.5 I 8.2 I 15.1 I 15.5 I 16.3 

1931-1936 I 9.6 I 6.4 I 11.5 I 12.0 I 12.3 

1952 I 14.6 I 3.9 I 10.7 I 20.5 I 13.6 
I - - - --- --

輸 出
I原生産物

16.0 

15.0 

11.8 

6.9 

戦
后
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
市
場
構
造
（
瀬
尾
）

Source, ibid, Table 278, p. 669. 

第 表

合衆国長期資本の純流出

—--」直接投知の純罰且再投資収益し証券投皇しI 総 計
｀—-ー、←ー＿，

1926-1930 I 431 I 392 I 823 

1940 I 32 I 43 I 36 I 111 

1946 I 183 I 303 I -124 I 362,  

i 1947 I 724 I 387 I 86 I 1,197 

1948 I 684 I 581 I 64 I 1,329 

1949 I 786 I 436 I 10 I 1,232 

! 1950 I 621 I 475 I 467 I 1,563 

1951 I 528 I 752 I 361 I 1,641 

1952 I 850 I 876 I 143 I 1,869 1 o 

Source; ibid, Table 292, p. 679. Million Dollar 

輸出品の価格騰貴は60彩がみこまれるので，実質的には1952年は， 1926-30
年平均より多少上廻る水準にある。 (ibid,p. 699-700) 国内投資はこの間

にコ、ノスクントドルで 3倍といわれることに対比せよ。 (ibid)
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戦
后
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
市
場
構
造
（
瀕
尾
）

い
一
方
、

も

知

れ

な

収
支
の
形
で

維
持
す
る
か

の
受
取
り
勘

定
を
、
短
期

け

る

か

れ

ら

第

合
衆
国
に
お一

九
二

0
年
代
の
中
後
半
に
記
録
せ
ら
れ
た
短
期
資
金
の
ア

メ
リ
カ
ヘ
の
大
き
な
流
入
は
、
同
時
に
お
た
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
長
期
貸

付
に
起
源
し
た
。
ま
た
一
九
二
四
ー
1
-

―
―
九
年
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
ヘ
の

長
期
資
本
の
流
入
の
大
部
分
は
、
「
ホ
ッ
ト
マ
ネ
ー
」
を
含
ん
で
い
た
。

（
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
証
券
購
買
の
形
を
と
る
け
れ
ど
も
、
短
期
資
金
運

の
借
り
手
は

即
ち
、
外
国

な
い
。

の
国
際
的
再

分
配
を
い
み

あ
っ
て
、
流

動
資
産
保
有

するにすぎ

1対外援助額

1948 5.13 2.3 

1949 5.97 2.8 120a 

1950 4.29 1.8 

195Z 4.66 1.7 3.13 1.53 

1952 5.04 1.7 2.36 2.68 

1953 6.40 2.1 2.02 4.37 

1941~45 46.05 6.7 

＇ 

1945~48 16.18 2.3 

一

表
ー
ー

Source; ibicl, Table 295, 295, 298, 299. p. 702-705 ょ
り作成。 billion dollar. aは p.703. 

1. リ
カ
の
投
資
家
に
と
っ
て
海
外
投
資
を
余
り
魅
力
の
な
い
も
の
に
し

2
 動

の
経
済
的
な
性
質
を
も
っ
て
い
た
。
）

な
り
の
比
率
が
武
器
購
入
支
出
、
赤
字
財
政
の
カ
バ
ー
、
ア
メ
リ
カ

に
対
す
る
公
恢
の
償
述
、
賠
償
の
情
算
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
。
か

よ
う
に
、
輸
出
に
対
す
る
結
び
つ
き
も
よ
わ
い
し
、
そ
の
総
額
を
、

国
際
収
支
に
お
け
る
純
ド
ル
供
給
項
目
と
み
な
す
こ
と
は
必
ず
し
も

安
全
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
外
国
投
資
の
二
つ
の
型
の
う
ち
で
、

直
接
投
資
の
み
が
、
貿
易
収
支
に
対
す
る
融
資
と
し
て
信
頼
し
う
る

も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

(
i
b
i
d
,

p. 
6
9
8
.
)
 

i
b
i
d
.
 
T
a
b
l
e
 2
9
4
.
 
p
.
 

7
0
1
.

地
域
的
に
は
、
カ
ナ
ダ
、
ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
、
中
東
で
あ
る
。

(
i
b
i
d
,

p. 
6
9
7
-
8
.
)
 

(
3
)
D
e
w
h
u
r
s
t
 !,l
よ
れ
ば
、
海
外
、
と
く
に
、
後
進
国
に
お
け
る

「
発
展
意
識
」
と
政
治
的
独
立
に
対
す
る
志
向
が
、
基
礎
産
業
に
対

す
る
外
国
所
有
に
制
限
を
課
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
ア
メ

そ
の
た
め
に
在
外
合
同
企
業
の
再
投
汽
に
よ
る
収
入
に
よ
っ
て
対
外

投
汽
に
融
資
す
る
比
霊
を
多
か
ら
し
め
た
、
と
い
う
。

(
i
b
i
d
,
p
.
7
0
0
)
 

(
4
)

対
外
援
助
の
時
期
と
性
格
は
次
の
よ
う
に
区
分
さ
れ
る
。

戦
時
中
の
武
器
伐
与
が
一
九
四
一
ー
四
五
年
は

と
し
て
行
わ
れ
、

l
e
n
d
,
l
e
a
s
e
 

一
九
四
六
ー
五
二
年
は
、
欧
洲
復
興
計
画

(
E

R
P
)
と
し
て
切
り
か
え
ら
れ
た
。1

0
1―― 

第
一
一
に
、
証
券
投
資
の
か
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(
6
)
 

(
5
)
 

5. 3. 2. 

5
 

D
e
w
h
u
r
s
t
,
 ibid, 
p. 
7
0
6
 

J

の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
著
作
と
し
て
、
た
と
え
ば
、

H
e
n
r
i

り
な
い
額
と
な
っ
た
。

一
九
四
五
年
七
月
—
一
九
四
六
年
六
月
に
、

U
N
R
R
A

（
国

戦
后
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
市
場
構
造
（
瀬
尾
）

連
救
済
復
興
局
）
に
よ
り
軍
需
品
を
民
問
向
け
に
転
用
。

一
九
四
六
年
七
月
ー
一
九
四
八
年
三
月
に
は
対
イ
ギ
リ
ス
援
助

ロ＇ン

及
び
輸
出
入
銀
行
に
よ
る
再
建
代
付
の
形
を
と
る
。

4

一
九
四
八
年
―
―
一
月
―
―
一
日
に
対
外
援
助
法

(the
F
o
r
e
i
g
n
 A
s
-

グ
ラ
ン
ト

sistance 
A
c
t
)

が
学
会
で
承
認
さ
れ
、

E
R
P
に
よ
る
購
与
が

増
大
し
た
。

一
九
四
九
年
の
相
互
防
衛
援
助
計
画

(
M
D
A
P
)
に
よ
り
、

ロ
ー
ソ

軍
事
援
助
が
支
配
的
と
な
る
、
貸
付
は
贈
与
に
比
し
て
と
る
に
足

（
一
九
五

0
年
ー
五
二
年
に
は
、

億
ド
ル
の
総
計
の
う
ち
で
、
代
付
は
八
億
四

0
0
万
ド
ル
に
す
ぎ

ぬ
。
）
一
九
五

0
年
の
朝
鮮
戦
争
は
軍
事
援
助
に
拍
車
を
か
け
た
。

(ibid, p. 7
0
2ー

3
)

claude, 
C
u
 v
a
 L
'
i
m
p
e
r
i
a
l
i
s
m
e
 a
m
e
r
i
c
a
i
n
,
 1
9
5
0

が
あ
る
。

以
上
に
お
い
て
通
観
し
た
よ
う
に
、
戦
后
の
い
わ
ゆ
る
「
長
期
的
活
況
」

！
投
羮
プ
ー
ム
に
お
い
て
、
大
衆
的
消
喪
市
場
は
、
耐
久
財
の
大
な
る

比
重
に
お
け
る
潜
在
的
消
費
支
出
の
能
力
を
か
か
え
つ
つ
も
、
相
対
的
に

一
四
〇

消
費
に
向
け
ら
れ
る

M
の
い
か
な
る
増
大
も
、
＞
を
究
極
的
に
カ
バ
ー
し

そ
の
地
位
を
低
下
し
、
他
方
投
資
財
市
場
は
「
投
衰
プ
ー
ム
」
に
も
拘
ら

ず
、
市
場
樅
造
か
ら
要
請
さ
れ
、
生
産
能
力
に
充
分
対
応
す
る
だ
け
の
満

足
的
な
比
誼
に
は
上
昇
し
な
か
っ
た
。

(
D
e
w
h
u
r
s
t
の
言
を
み
よ
）
そ

、
、
、
、
、
、
、

れ
は
結
局
究
極
に
お
い
て
は
、
第
一
部
門
（
生
産
財
生
産
部
門
）
の
蓄
穣

は
第
二
部
門
（
消
費
財
生
産
部
門
）
の
そ
れ
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
ざ
る
を

え
な
い
か
ら
で
あ
り
、
第
二
部
門
の

C
+
<
+
M
は
、
両
部
門
の
く
＋

M

の
総
和
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に

え
な
い
と
い
う
こ
と
は
先
に
ヒ
ッ
ク
ス
の
計
算
を
引
用
し
て
の
ぺ
た
通
り

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
投
査
市
場
の
相
対
的
重
要
性
も
大
衆
的
消
費
市

場
の
規
制
を
は
な
れ
て
、
ツ
ガ
ン
ー
バ
ラ
ノ
ウ
ス
キ
ー
の
構
図
の
ご
と
く

独
走
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ア
メ
リ
カ
市
場
構
造
に
お
い
て
は
、
こ
の

矛
盾
に
対
処
す
る
も
の
と
し
て
、
政
府
市
場
が
、
経
済
全
体
の

1
1
0
*以

上
の
比
重
を
も
っ
て
登
場
し
て
い
る
。
そ
れ
を
支
え
る
も
の
は
防
衛
支
出

で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
政
府
市
場
に
お
い
て
も
盗
本
設
備
支
出
は
、
一
九

――
-
0年
代
に
比
し
て
著
し
く
の
び
悩
ん
で
い
る
に
対
比
し
て
、
「
贅
本
支

出
以
外
の
」
財
貨
・
用
役
購
買
の
比
重
は
、
一
九
一
―

1
0年
代
を
凌
駕
し
て

い
る
が
、
そ
の
内
容
は
防
衛
支
出
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
（
第
一

五
表
参
照
）
こ
の
よ
う
に
し
て
、
防
衛
支
出
市
場
こ
そ
が
、
生
産
力
に
照

応
す
る
も
の
と
し
て
の
消
費
1
1
投
査
市
場
構
造
に
内
在
す
る
問
隙
を
補
損

1
0
四
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第

表

I農 業 1民鉱間堂業産I設製備造に業対Iす逓る支輸出I通 信 1電気ガスI息の喜

1921 .52 .66 1.37 .68 .29 .38 1.66 

1929 .94 .86 2.74 1.06 .76 .99 3.37 

1933 .20 .18 .26 .15 .21 .19 .84 

1947 2.92 .69 8.70 2.19 1.40 1.54 6.09 

1950 3.99 .71 7.49 2.31 1.10 3.31 11.35 

1952 4.21 .88 11.99 2.75 1.60 3.84 10.34 

(1929=100) I 81o| 133 I 875 I 404 I 552 I 1011 I 623 
Source ; ibid. 

以下は 6捨 7入

Appendix 4-8，p. 1009-1014. billion dollar, Million 

産
業
部
門
別
の
贅

し
て
有
す
る
意
義
を

概
観
し
よ
う
。

の
分
析
に
戻
り
、
消

入
れ
つ
つ
、
最
后
に

ふ
た
た
び
、
生
産
力

す
る
も
の
と
し
て
、

そ
の
重
要
性
を
相
対

的
に
上
昇
せ
し
め
つ

つ
あ
る
。
こ
こ
で
、

防
衛
支
出
を
考
慮
に

費
水
準
の
趨
勢
に
対

本
財
に
対
す
る
支
出

は
第
二
三
表
の
通
り

で
あ
っ
て
、
電
気
産

業
・
製
造
業
・
農
業

の
発
展
は
著
し
い
も

の
が
あ
る
。
第
二
四

表
に
よ
っ
て
見
積
り

生
産
能
力
の
推
移
を

戦
后
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
市
場
構
造
（
瀕
尾
）

第 四 表

一 基礎産業における見積り生産能力の成長

^ ＾ ^  ̂  ＾ ^  ^  1 2 3 4 5 6 7 な
綿蘊ァルロl鋼函塊銅藷鋲畔炭石涵製1電シカ

1
0
五

1900 

1910 

1920 

1g30 

1940 

1950 

1952 

(1930=100) 

19.47 

28.93 

35.83 

34.02 

24.75 

22.99 

23.15 

68 

76 

125 

245 

721 

871 

697 

21.17 

39.42 

62.31 

72.98 

81.62 

99.39 

108.59 

148 

.64 

1.38 

1.63 

1.57 

1.56 

1.60 

98 

2.781 

8.54 

13.70 

16.56 

24.42 

25.34 

185 

255 

538 

725 

700 

639 

790 

749 

107 

.56 

1.37 

1.69 

2.44 

2.69 

196 

.89 

2.71 

13.09 

29.83 

38.86 

63.10 

75.75 

253 

_―‘ Source.: ibid, Table 343, p. 816 unit; 1 =Millions in place, 
--』

＾ ＾ ^  2 =Thousand tons. 3 ~ 6 =Million tons 
‘｀-._,、---、
8 =Million Kilowats, 6捨 7入による。
`゚`‘

し一、
7 = billion barrels 
•一4
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戦
后
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
市
場
構
造
（
瀬
尾
）

み
る
と
、
一
九
二
九
年
の
好
況
の
後
に
お
け
る
生
産
能
力
に
対
し
、
一
九

吾
一
年
に
は
、
主
要
な
生
産
財
は
そ
の
指
数
を
上
昇
さ
せ
て
い
る
。
こ
と

に
，
ァ
ル
ミ
塊
の
約
七
倍
化
、
電
力
の
ニ
・
五
倍
化
は
著
し
い
。
（
綿
花

等
の
消
費
財
の
縮
小
傾
向
に
対
比
せ
よ
。
）
製
造
業
に
お
け
る
年
平
均
成

長
率
は
第
二
五
表
の
ご
と
・
く
、
一
九
二

0
年
代
の
好
況
期
を
は
る
か
に
上

廻
る
の
で
あ
っ
て
、
戦
時
中
と
同
一
の
テ
ソ
ポ
を
維
持
す
る
と
い
う
お
ど

ろ
く
べ
き
成
長
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
人
一
時
問
当
り
の
生

産
性
の
指
数
に
つ
い
て
も
同
様
に
著
し
い
上
昇
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
第
二
七
表
）
こ
の
よ
う
な
生
産
力
の
増
大
は
、
私
的
生
産
者
に
と
っ
て

は
、
け
っ
し
て
実
現
市
場
に
対
す
る
計
両
的
・
意
識
的
な
分
析
を
伴
う
も

(
1
)
 

の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
た
え
ざ
る
超
過
生
産
能
力
の
問
題
に
当
面
す

る
の
で
あ
っ
て
、
戦
時
生
産
の
ピ
ー
ク
に
お
い
て
さ
え
或
る
部
門
で
は
軍

見

，

は

学

算

后

事

的

需

要

を

超

過

し

て
休
業
す
る
と
い
う

油

b
化
て
戦

疇
精

積見

加

，

非

い

中

る

増

）

て

の

つ

戦

。

事

態

さ

え

惹

起

し

た

け
の
彩

a
b
c
‘
‘
錬
い

2
5
}↑
は
る

(
2
)

お
力
(

9

8

0

2

梢
つ
は
業
率
れ
の
で
あ
っ
た
。
戦
后

表

に
お
い
て
は
あ
き
ら

五
に
能
率

3

L

,

8

2
ミ
に

C

エ
比
わ

業
産
均

p
ル
業
，
品
の
い

連

生

平

，

ァ

エ

て

製

C

と
か
に
過
剰
投
査
と
な

製
り
年

id

紙
い
学
，
し

(
3
)

:
I
9
1

汁
錬
び
つ
化
の
し
っ
た
。
し
か
し
D
e
,

精
及
に
の
も
等

第

re
銅
卜
業

15
た
て

w
h
u
r
a
t
の
統
計
で

3
0
4
0
5
0
5
 

は
、
そ
れ
が
、
一
九

ノ
造
と
れ
じ

――― 

メ
製
業
さ
通

鋼

セ

金

工

出

を

二

0
年
代
の
好
況
期

幽

幽

蝉

sOu

恥

率

nt

に
お
け
る
水
準
以

上

に

甚

し

く

は

遊

比

me
7
1
8
7
7
2
7
0
9
8
3
9
7
0
7
0
7
4
 

の
．
I
P

休

設

備

を

増

加

し

ク

Uq
 

て

い

な

い

こ

と

を

ッ

e

ト
備

主

張

し

て

い

る

。

ス

設備

そ

れ

は

、

民

問

総

設

ー

―
設

nt

施

a

生
産
高
に
対
す
る
表

民

問

工

場

及

び

設

、

間

P
l
-
5
0
7
5
4
5
4
0
1
0
8
8
9
4
8
4
8
2

一
／
民
設
ー
ー

1

1

2

一
る
施

備
の
ス
ト
ッ
ク
の

対

比

率

の

趨

勢

か

ら

す

こ

第

，
 

推
論
し
た
も
の
で

(
4
)

高
備

あ
る
。
（
第
二
六
言
2
2
1
2
6
2
2
1
7
2
1
0
3
0
8
1
2
7
1
6
4
1
5
4
1
5
6

総
及

表
）
そ
こ
で
も
な

間
設

民
施

お
設
備
ス
ト
ッ
ク

の
比
率
は
、
多
少

上

昇

傾

向

を

示

し

向

皿

g

g
寧

叫

暉

函

芦

て
い
る
の
で
、
あ

る
が
、
こ
れ
に
従
う
か
ぎ
り
、
ア
メ
リ
カ
経
済
の
深
部
に
お
け
る
内
外
的

、
、
、

矛
盾
は
、
な
お
著
し
い
生
産
施
備
の
遊
体
化
1
1
失
業
に
よ
っ
て
表
面
化
せ

、、

ず
、
「
好
況
」
は
尚
持
結
し
う
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ

の
よ
う
な
投
資
市
場
を
推
進
す
る
も
の
と
し
て
は
、
国
防
動
員
局

(
O
P

M
)
の
「
膨
脹
目
標
」

(expansion
goal)
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、(

5
)
 

よ
り
以
上
の
投
資
市
場
の
拡
大
、
生
産
能
力
の
増
大
を
刺
戟
し
て
い
る
。

1
0
六

Source; ibid, Figure 100, p. 823 
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こ
の
よ
う
な
生
産
力
の
巨
大
な
成
長
の
う
ち
で
、
前
段
の
2
で
述
べ
た

よ
う
に
、

D
e
w
h
u
r
s
t
が
一
九
五
四
年
の
不
況
に
際
し
て
指
摘
し
た
消
喪

市
場
を
規
制
す
る
要
因
と
し
て
の
個
人
所
得
の
動
向
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
第
二
七
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
人
当
り
可
処

分
所
得
の
趨
勢
は
、
総
国
民
的
生
産
高
・
産
業
の
生
産
性
・
個
人
所
得
の

何
れ
の
成
長
率
に
比
し
て
も
相
対
的
に
低
位
で
あ
る
。

(
2
)
と
(
3
)
と
の

問
の
趨
勢
の
懸
隔
は
課
税
の
累
進
を
表
現
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
生

産
力
の
増
大
に
対
す
る
個
人
的
消
費
者
の
地
位
の
相
対
的
な
低
下
が
、
こ

こ
で
も
実
証
さ
れ
る
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
勿
論
こ
の
よ
う
な
数

量
問
の
趨
勢
の
ひ
ら
き
は
、
一
般
的
に
菩
積
の
成
長
す
る
生
産
力
の
前
進

的
展
渥
を
も
っ
た
生
産
関
係
の
存
在
す
る
と
こ
ろ
に
あ
て
は
ま
る
で
あ
ろ

う
。
従
っ
て
こ
の
矛
盾
が
直
ち
に
不
況
や
恐
慌
と
直
結
す
る
の
で
は
な
く
、

計
画
経
済
の
も
と
に
お
け
る
均
衡
条
件
の
も
と
に
お
い
て
も
存
在
し
う
る

が
、
生
産
力
を
意
識
的
に
統
禦
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
私
的
利
潤
の
追
求

と
生
産
の
無
政
府
性
の
存
在
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
こ
の
内
在
的
矛
盾
を
基

礎
と
し
て
、
た
え
ざ
る
産
業
諸
量
間
の
不
均
衡
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
た
め

に
、
そ
の
強
力
的
な
調
整
へ
の
力
が
作
用
す
る
場
合
の
不
況
現
象
の
発
生
、

乃
至
そ
の
暴
力
的
な
高
呆
気
維
持
手
段
の
採
用
は
不
可
避
で
あ
る
も
の
と

み
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
本
書
に
お
い
て
、
必
要

1
1
需
要
と
い
う
シ
ェ
ー
マ
に
立
脚
し
た
パ
ラ
ソ
ス
の
対
象
と
し
て
の
供
給

！
生
産
査
源
の
誇
示
に
は
重
要
な
問
題
を
は
ら
み
、
そ
れ
が
直
ち
に
、
安

定
的
均
衡
の
成
長
の
下
に
、
「
充
分
な
生
活
手
段
」
の
楽
園
の
よ
う
な
万

戦
后
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
市
湯
構
造
（
瀬
尾
）

第 七 表

10七

1929=100とする指数翠勢

＾ ＾ ＾ ＾ 1 2 3 4 
、一 、ー／ 、一 、一

総生国産民滴的 1人人 当り 処1人分当所り可得 1人1時問当り生産性
個所得 電 力 I 農 業

1929 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

1933 71.6 73.7 74.0 125.8 97.4 

1939 106.1 100.0 100.0 184.8 109.2 

1944 182.5 157.7 142.5 353.3 133.8 

1947 161.9 142.4 130.2 308.7 126.5 

1950 181.7 150.5 140.4 143.0 

1953 207.7 160.6 144.8 

. ---.．--三.
Source; 1 ~ 3 ibid Appendix 4-2 Table B; Table 30 p. 89; Table 

. -・ •一→

.-．．-． 
316, p. 740; より算出。 1~3 は constantdollarに

シ・→-←.
従う。
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(
4
)
「
最
近
の
一

0
年
間
に
お
け
る
重
い
資
本
装
備
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

長
期
に
わ
た
っ
て
、
一
般
に
過
剰
な
工
業
的
及
び
商
業
的
生
産
能
力

を
発
展
さ
せ
た
よ
う
に
は
思
え
な
い
。
」

(
D
e
w
h
u
r
s
t
ibid, p. 831} 

(
3
 

ibid, 
p. 
829. 

(
2
)
 
ibid, 
p. 
823. 

戦
后
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
市
場
構
造
（
瀬
尾
）

、
、
、
、
、
、
、
、
、

人
の
利
用
に
は
そ
の
ま
ま
の
比
重
で
は
み
ち
び
か
な
い
し
攪
乱
的
事
象
の

発
生
は
不
可
避
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
問
題
を
提
起
す
る
も

の
で
あ
る
。
勿
論
ア
メ
リ
カ
の
経
済
構
造
が
、
生
活
水
準
の
向
上
の
余
地

を
な
お
包
摂
し
て
い
る
こ
と
は
統
計
資
料
か
ら
も
朋
ら
か
な
こ
と
で
あ
る

が
、
そ
の
内
部
に
不
況
現
象
の
基
礎
と
し
て
の
内
在
的
矛
盾
を
は
ら
み
、

そ
れ
は
な
お
強
靭
な
底
を
も
ち
、
深
部
に
潜
在
し
、
停
滞
し
つ
つ
、
し
か

(
6
)
 

も
決
し
て
緩
和
す
る
方
向
に
向
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
内
在
的
圧
力
の
ゆ
え
に
、
政
府
需
要
に
よ
る
調
節
的
機
能
の

比
重
が
ま
す
ま
す
増
大
し
て
い
く
趨
勢
を
み
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

(

1

)

「
工
業
化
の
初
期
に
お
い
て
は
、
施
設
及
び
設
備
は
、
増
大
す
る

需
要
を
処
理
す
る
に
充
分
な
程
急
速
に
増
大
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て

需
要
が
そ
れ
程
急
速
に
増
大
す
る
こ
と
を
や
め
、
又
は
衰
退
し
た
と

き
に
も
、
・
有
利
な
利
澗
に
対
す
る
衝
動
は
、
彼
ら
の
市
場
を
分
析
す

る
こ
と
の
無
能
力
と
結
合
し
て
、
生
産
者
が
生
産
設
備
を
予
想
し
う

る
贈
買
力
を
こ
え
て
菩
粧
し
つ
づ
け
る
原
因
と
な
っ
た
。
」

(
D
e
,

w
h
u
r
s
t
 ibid, 
p. 
821) 

そ
れ
は
一
例
を
あ
げ
る
と
上
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る

(
D
i
f
e
n
s
e
M
o
b
i
l
i
z
a
t
i
o
n
;
 

R
e
p
o
r
t
 to t
h
e
 p
r
e
s
d
e
n
t
 b
y
 t
h
e
 D
i
r
e
,
 

c
t
o
r
 of t
h
e
 
Office 
of D
e
f
e
n
s
e
"
M
o
b
i
l
,
 

ization 

p. 
831)
。
D
e
w
h
u
r
s
t
に
よ
れ
ば
、
「
こ
れ
ら

5
0
0
0
5
0
 

9

1

6

 

ー
,1, ns

司

の

最

近

に

設

定

さ

れ

た

膨

脹

目

標

は

、

一

九

四

n

)

 

0
年
代
と
一
九
五

0
年
代
初
の
お
そ
ろ
し
い
資

t

o

o

s

 t
 

n
a
 

ム

t

n
 ゚

本
成
長
に
拘
ら
ず
、
わ
が
国
の
工
業
能
力
が
な

-
d
.
1
0
W
 

lli
ユ

anillo

・1g
-
O
U
s
m
g

ぉ
過
剰
で
は
な
い
こ
と
の
指
標
と
し
て
重
要
で

h
 

ミ

鉄
ル

0
カ

あ

る

。

」

(ibid̀
p.831)

し
か
り
、
抽
象
的

鋼

ァ

電

、

、

、

、

、

に
考
察
さ
れ
た
技
術
的
発
展
可
能
性
と
し
て
、
と
く
に
自
然
敗
長
率

、、

に
従
う
と
こ
ろ
の
人
口
成
長
を
対
象
と
し
て
必
要
市
場
に
対
応
さ
せ

る
か
ぎ
り
に
お
い
て
は
。

(
6
)

最
近
の
国
連
の
統
計
で
は
第
二
八
表
の
よ
う
な
趨
勢
を
示
す
。

そ
れ
に
よ
る
と
生
産
の
伸
び
に
対
し
て
、
屈
傭
は
相
対
的
に
低
下
し
、

と
く
に
生
産
性
の
高
い
製
造
業
に
お
い
て
か
な
り
大
き
く
後
退
し
て

い
る
の
で
あ
っ
て
、
全
体
と
し
て
の
非
農
業
雇
傭
の
絶
対
的
な
成
長

は
、
生
産
性
の
低
い
部
門
に
吸
収
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

、

、

、

、

亀

ヽ

亀

ヽ

ヽ

、

、

、

、

さ
ら
に
雇
傭
の
成
長
率
は
人
口
成
長
率
に
比
し
て
低
位
に
あ
り
、
生

活
水
準
指
数
の
一
定
化
を
考
え
る
と
、
消
費
生
活
の
前
途
は
決
し
て

63 

1953 
120 

1.400 

91 

目標

124.3 

1.700 

116 

(
5
)
 

1
0
八
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第 八 表

戦后におけるアメリカの市場構造（瀬尾）

指数の趨勢 1953=100

＾ 塁^t叶^ ^ | I ^ ＾ ＾ 1 4 工業生産 5 6 7 
、ーノ

業完、者全一失彩一般 1製造業I 鉱山、~1電気 価緬格 生準、活指ーノ水数人口

1948 91.8 92 92 3.4 78 76 91 63.6 95 90 

1950 95.0 94 89 5.0 84 83 91 74.2 94 90 

1951 96.6 97 95 3.0 90 89 99 83.7 104 97 

1952 98.4 98 95 2.7 93 92 98 90.0 101 99 

1953 100.0 100 100 2.5 100 100 100 100 100 100 

1954 101.7 98 91 5.0 93 93 96 106.5 100 100 

1955 103.5 101 94 4.0 104 104 105 123.3 101 100 

1956-5 104 94 3.8 106 105 112 128.7 104 101 

Source; Monthly Bulletin of Statistics, United Nations, July 1956; 

＾ ＾ ＾ ＾ ＾ ＾ 1 p. 5 2 p. 14 3 p. 16 4 p. 20 5 p. 26 p. 65 6 p. 122 
`•―‘｀ー、- -｀ー、 一
＾ ＾ 7 p. 147; 4 は，完全失業者の雇傭者，失業者合計に対するパーセ｀ノテ

`‘  
ージ。

瀬

尾

芙

已

子

柏

尾

昌

哉

賀

屋

俊

雄

本

学

助

1
0
九

事
実
、

M
i
l
l
a
r
d
H
a
s
t
a
y
の
事
業
家
期
待
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
ふ

い
る
。
」

(Analysis
of 
Businessmen•s 

Expectation; B
a
s
i
c
 

R
e
s
e
a
r
c
h
,
 N
B
E
R
.
 ibid. 
p. 
2
8ー
3
2
)

見
が
な
さ
れ
た
。
勿
論
こ
う
し
た
消
極
的
な
景
気
期
待
分
析
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
な
お
設
備
投
資
を
主
体
と
す
る
好
況
は
維
持
さ
れ
て
を

り、

(
S
u
r
v
e
y
of 
C
u
r
r
e
n
t
 Business. 1
9
5
6
1
6

を
み
よ
。
）

こ
の
時
点
の
系
統
的
分
析
は
な
お
今
后
の
資
料
研
究
に
倹
た
れ
る
の

今

西

庄

次

郎

（
執
筆
順
）授

（
商
学
部
）

授
（
商
学
部
）

本
学
助
教
授
（
商
学
部
）

本

学

教

手
（
商
学
部
）

本

学

教

執

筆

者

紹

介

で
あ
る
が
。
(
-
九
五
六
・
九
・
一
）

と
い
わ
れ
る
よ
う
な
予

た
た
び
「
最
近
の
ブ
ー
ム
は
一
九
五
五
年
の
な
か
ば
以
来
低
下
し
て

向
上
の
一
途
を
辿
る
と
い
う
も
の
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。




